
「

“

ひ

『

「一二

摺

F
駆玉

（渓

’

炉
｝

“

　yρワP
（

一

「
門

8　 ‘

，

層
r
r

「

“
r，

r
ノ　’【罫

7
曽

．騰「

」

F ‘響V富

卜璽な ’｝

幕、
駈

一
更
▼
責
訊
雪
、
4
ワ
．
凋
審
肇
猷
壱
一
妥
、
己
蓄
（
‘
愚
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　

，
．
撫

「

｝

転

脚

－
　
　
　
　
　
　
p

｝
り
＝

ゴ
甲ρ

嚢・’

’

7

！
　
　
　
イ

㌦

」
ジ

一

曜
　
ア

’巴
　
r“

げ

q

ノ

下
’

・
差

’て

r
『
｝
「

弓シ」，＿一

r

壷
■

z（

ノ
　
’

　二　｝一
’

櫓

（
4

’

．
茎
西
高

、
一
　
，

彗
｝

’

ド
　
　
　
　
｝
“

　ゴ
　
こ

胃

　
　
〔

一
”
“

　
　
魑

’
走
　
　
’

　
甲
　
　
｝

　　ψ

霧

隠
乱

＝
　
　
内
託

　　

@　．

ﾗβ海

マ

　　　、7、

三麹
　　　”　一

刀

『甲両

4匹 @　　　，　　ギ

　　＝　 ￥

　　　噌’彦　　　”　　 騨　　　　　一→
　　　　一ψΨ！
「ず

配’。占
　函解
　　　　　　　、‘‘

伽
　
　
　
　
甲
　
　
、

　
　
ヒ

　
　
島
　
［
｝

「
　
　
　
幽

　
　
　
　
つ
　
　
　
　
ユ

’
・
＝
・
マ
｝
凄

　
　
ヨ
　
　
　
　
　
し

響　
　
　
畠
　
　
　
　
ご

〆
、
一
’
　
　
＾
　
訂

　
　
　
　
　
　
　
義

　
　
　
　
　
　
曽
・
，

　
　
ド
　
噛
｝
㌔

こ
∵
饗
躍

　
　
　
　
　
～
莞
一

　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
己
　
レ

‘
　
　
　
　
ぽ
　
、
　
　
’
｝

　
　
　
　
’
　
　
－
，

　　

@
　
‘
　
叢

∵
弘
“
…
こ
勉

　
　
　
　
　
　
　
了

　
　
　
　
　
∩

　
「
　
　
F

，
　
　
　
　
曽

　
7

’
‘

‘
卑

憂’、

、｝ご

， 、
ノ

’
戸

　
　
岬

’
　
　
　
r

　
　
一

’
　
F

　
　
　
F

f

r

f
‘

　ド　　 rノ　‘，　｝　’魑〔　’触r　　　P　　　㌧

　　　　　　　　　　の　ン　　　ロ　へ
　あ　　　　　　　　　に　ヘノっ

国璽譲夢
ド　　と　　　　　しリポ　　　　　　ドモ　　　　　　　　　　れ　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　鵠㍗二｝～秘図露ニ一層幽霊一，

一
→

’

一
　
一

＝
．
｝

　
～

ウ
　
ド

弾

㌃r乞㌻《〆～だ’「
憎一　　　 ノ　＿へρ榑」　’

ニノ忙‘一・ご㌦づ．㌦”
　　’　β　、弓　息》

「　　　で占　、躍♂「転　一

一・ dn，二↑「一 、ア＝v

　暫㍉’　、～F　　〆
一　　 ■　 一”　　　　　，「㎡
　　　　亀曹r　　　　　　　 ノ

　．．、＿f．〃、〆　一　タ鳳♪8’

▲
「

　
　
ア
’
4
　
・

「
　
∴

｝

「

　
　
，

r
　
　
　
　
　
「

「
　
　
㌧

訊
　
　
臼

　
　
　
　
　
　

．
”
ヤ
、
　
卜

’

r

麟
牲
．

嘉

　
　
　
隔
L

　
　
　
山
　
〃
葦

　　

@　

@
ρ
，
国
国
噂
翌
・

　　

@瀞

撃
ｾ
矯
み

舞
藤
　
　
　
「
言
を

　　

@
・
’
総
錘
篶

　
　
　
　
脚
・
ノ
剖
　
重

享
蜘
畜
轟
欝
轟

　
　
二
二
謀

　　

@
｝
f
い
．
幽
r
ワ
観
．
麹

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
ノ
　
　
　

一
’
ニ
　
ー
ア
’
（

　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西

　
　
　
　
，
　
　
　
∴

　
「
　
　
　
許

．
二
’
・

い〃

秩
E
4
▽
隔

」
4

　
～
瓠

霧
爵－

草

菰翫6鳳

　
－
・
滅
　
　
　
　
肇

　
　
　
　
、
　
　
　
層

鉱
・
観
ウ
購
㌦
う
．
＾
蕊

　
　
　
4

．
　
二
　
　
　
望
コ
’

　
！
課
舵
、
郷

　
　
　
、
　
　
　
　
　
・
「

　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ド

　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

∵漉

E弩

a
鞭

告
∴
．
灘
∵
～
∵
・
．
沼
r
嘱
、
7
握

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ノ
ド

・
『
　
　
　
　
一
　
　
　
　
」

　
！
　
　
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
，

　
　
　
　
　
　
　
ご
V
　
．

　
　
　
　
　
f

萎
セ
、
て
理
堵
一
舜
量
芝
『
｝
ー
ー
董

　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
●

、
ド

ピPで
’

ご’昌％♂
’

’

一

議

，

翠
F

　
　
　
t
　
窃

一
　
身
ジ
！
纏
嵩
済
’

劉
∴
瓢
殊
幽
巴

　
　
　
　
r
d
　
　
一
r
♂

　
～
’
層

　
　
　
m
　
ト
　

ノ
ρ
曜
、
↓
、

　　

@
鋲
・
．
’
　
塗
，
‘
’

｝
　
．
’
　
・
・
嘘

認
　
　
　
一
　
（

　
二
∫
7｛

凄
零
　
煽
難

　
　
　
　
h
　
掴
　
　
戸

な
ン
イ
ヨ
ピ

臨　
　
コ

｛

F
　
♂

π

レ

馬

一



v
l
]
7

1i,

f
f
z

7

n'e

IN"; s

2i< Iitz Metroiiasthes eoturnix( c en

9

Y5
x ･va

J6ff

# S, e tixev ab " U" ･eqE

zlz.,

Studies

  Sawada

    Life

on a Cestode,

 et Funabashi

 history,

      tic

Metroliasthes coturnlx

   ,1972 -

Ecology and

Medication -

 Morphology,

Anthelmin-

AKIHrKO UCHIDA

t

( iS i3i-

W va

t5(1. iSiiri,

wn E

tw 1;. tSl' )



　　　　目　　）欠

　はじめに

エ。形りξ、に関する研究

　　結言
　　手才茎守お　よ　ひ“カ　ラ去

　　実験結果

　　　1虫卵

　　　2．六金句名力虫

　　　3滅1熱擬豪昆虫

　　　4成虫

　　　5．走査早早与顕微鏡による観察

　　論議・

正発育に関頻研究
　　緒言

　　、材料およがカラ去

　　6周査　およ　び実馬灸糸吉果

　　　1．2袋虫　イ本内　に　お　ヴ　る　六¢句ち力虫　0　発育



2．ヰ’1『野宿　主

　乱自然’1斉におゾる中皆］宿主

　h昆虫業貨への感’染実．馬灸

3，中間宿主イ本内におヴろ発首あ・よび灸

　　虫幼頃0イ本丙移行、条杢路

　　α．穴1殉幼虫。発育∫邑拳呈．

　　ム幼虫の体内移イ了示杢星各

　∠1自然、糸雨畢宿一挙

　5．各㍉種動物への露柔実馬灸

　　（L．ニワトリへの賢酒

　　b、マウスへり感’茉

　6．成享無手疑．曇、尾，虫の月兄嚢

　ワ．糸冬未宿主イ本内におヴろ発育

　8、片帆排ラ世まTの所要日数

論厳

皿、生鰭に関する研究

　緒言

　ホ才，＊斗およびカラ去

　調査および実、験結果



！調俳行，た勧暢の環境
2．成虫に関する結果

　α．実馬灸虫垂ウジぐうにおゆる片節排ラ世

数の消長
b．片　節≠非ラ世。　日　逼L二月’」生

α俳湖即および童体
　①：1非ラ世片節の生態

　②ノ1・腸内り虫体の一生態

　③採取虫体り生態

3中間宿主に関する調査および実馬気成

績

　α惇鳥舎内Kおける各種昆虫の生息数

　　および擬嚢尾虫の落衆択況
　とλ　自　望智感i芽之お　　よ　ひ・実馬：灸～惑　募こに．　お　1ナ　5

　　昆虫」匹当たり。才疑憂尾蛍の感栄：

　数およひ“盛；「栄二率‘、　なうぴに此佳雄に

　　よう惑染の相異

　C昆虫イ本内におヴる才疑髪尾虫の生為一

　期間・

　d、接菱：．嚢尾虫の感茉育とカ

o



　　　e・桶宿主融の蜻日数およびラ温

　　　　度1くよ5発育の差異

　　　ま昆’幼飼育温度によるノ尺銅幼咳り

　　　　発育の差異

　　　9．種々の湿度と光の条：イ守下におゾう

　　　　昆虫の脚楠食状況
　　4糸冬木、宿主に関ジう実馬寅　　　　．

　　　α，、条虫　　の　生存其月間

　　　b．ウス“ラ・ク日歯会にヂ髪与ク条虫（9成長

　　　　の関係

　　　c貸与擬竜宮虫数と虫体飲師と。

　　　　関係

　　　d．雌雄ウス・ラ0筆墨差異

　論議

嘔区除に関する研宛

　緒言

　ホ才矛斗および方ラ去

　試’馬灸結果

　　1、君羊月り」馬区虫　成’示責



　　2、4固イ本別馬区虫成㍉績

　　3、　斗づ｝三出　　虫　　イ本

　　4才隻薬による畠1」イ乍用

論議

結論

参考文献



1

iEL U' de> K

   ,dszx 2Iii !R ia. Iq72 iiif-,

xv "1< 9M pt i4 op - Jg$ t},ig,,

2iil EIil A;i- DiLLEpiDADAE, EIV -i5-

iiastes ,llli o s Ja;- g op lg

5b, ftsl. i2i ts' itL tZ . Fl<I Hl

L '( i2S !lj2 (c //d!SN] Y 6 ic･

. ZS. 2iii tlil ic llEl Y 67tfifl'Zi{l,

   ft : K", ;l;' Zi' l", z5y

fi`
,'`g S ,I z,A".!iSgJ}cilltL' Ilcli] L -(

liEll( 'uEk. ii3(i" !Etl ¢> ,,[z. gp

op rv gF ffl 9g op //dglif op tt

tc '? v '< tj tlEr < Hn hsic

. fiSe !tl (D ,{YI kgid }iik eY ESZ ?il

la"geu9, es gt u"nt' pt op

5 gE9 yf tLp . k,

   -" 7is 'llEi' ll i: wa 9 5

5 op <", $i pt 1:"6

JK M- bl,b "#i} 5 ic "

tZ) * Y ilii} jlFtL 3 ili(..

tg jii $} parutennae,

 t L '( , !:i;･ cotrunix

b i;, ,2ISx 2Ilr ig 8'

tl t:tUiV. ft

pe< tt b ne v tx

2kr '1 op n'l 9g･ ･ jiE} fi

on 1 Yi) ko ft3
klil ,IIiZ 71!I,?< ASi. (C J[ 6 .-'7(

1" lp ,(, < op 4e

ts ,K/ '( v ,Lp oo ;IIII

, filic' /i$,L iiitlil ,iZ Z op

kA er ig 4 yeeesc sE

$ itN" bf

:･e k ky･ //,rv.

v tw

ISI ,EelE

*ma

s< "- Hn

to b rc lt

Metro-

t fi

   t

op aft

o

･ tll

ljg i(

El l?

op itrk,

jjl:i li

7E $fi

IC et

K" b

tw xu



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

中豊橋市内の一養享鳥場において、　そこに生息

す　る菱又種の　昆虫　に　っ　い　て　6周査　し　、　そ　のイ本月空回

よリネ疑．嚢ノ毛虫乞検出した。さらに、　それう9

昆虫茎禽計時し、　それ1とイ吏．下して感i染実馬灸とイ了

ない広正午力・・う傭魚尾虫と暢まで
の指雌糊ぺ、細（lq艶5hqa　5め、　A、icata

（・933），J・nes（・936），　V。ge　et　Hyneman（、938，、96σ）5り帳

告している鳥類寄生り把ク条虫との形態的比
湿交左　行、　た。　ま　た、　糸冬末，宿主小月易内　に　お　ヴ　る

成熟ヂ疑嚢、尾曳り月兇嚢機・学云、　および’そ・クイ麦の成

長糊べ、細qq565、ward、e　et　Green（、94、）5峡

馬寅糸吉果と比車交した。

ラ引田（lq53155）、渡辺（円5　69）うは、ニワトソ

の条虫において寄生二華に拝間変動があると叛

草しており、　この変動り起こる原・因は、中間

宿主の消・長と関係があると辺ジN1ている。本条

虫においても、　ニワトリ0条虫と同乏様に、」手

間麦勤がけうれ’るが、　その原因には、成虫・

中間宿主・終末宿主の三つに関係する要囚が

考えう嶋ので、そ綱凱に川て訓査と実
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る研完エ，形態に関す

　糸老畜r“述マたよ，）に、ウズラ条：虫は、　三天田

・舟台オ喬（lqr2）によノて茉ケ示重0占己教力ぐ行わ〃した

の♂ナで、　そのイ麦、　本馬壷0テr多態に関ダる幸反告は

ない．選者は、齢売媚裸本による頭韻頚

部成雪片節老熟片即の組織学白鴎構莚、特
に糸田月tヨおよび結芝、維4生考量合組織、．筋肉線、糸准等に

つい’て、：禾．重々¢）う夜色ラ夜．起1：担いて染色し憶見察し

た。　また、成虫、　六、鉤幼虫、4疑；嚢尾虫0表面

ホ黄莚L左走．：査：型電　手鐸貝微細克乞　イ慣用　し　て　早見察　し　た

。特に擬嚢尾虫の陥入部り観察は初めて0言ぐ

みであり、他の観察結果と合せて新知見が得

られた。

　さらに本1条：：虫の二野デ世系にフいては不日月の点、

がタダい　が、　今回、　成熱擬．豪尾　虫　り脱嚢　虫イ本左

づ吏用して、≠非控竺系の涜茜造．カぐ日月らかとなフたり

る，↑報告す



5

　　　　　　　材料および力法

　　太条令の成虫は、愛知県豊橋腔内り養享鮒易

においてウス“うと角亭イ異し、　その小腸内に寄生

していた虫4本・と取り出．して以下十とした．。また

虫卵および六、銅幼虫は、片局内。与宮および

叩嚢を石皮石委して取り．出し、潅見察に1共した．ま

た、　成熱族疋獲ノ毛虫は、　上畜己0養亨鳥1易よソ1米刀又

した、　本条こ虫り中間宿主『“あζ）ノ＼ララ“ロノフッ

オフdシムシDermeSteS　aterのH早月空内1こ寄1寄し’（い

たのを取り出して巻見署した。

　　α．染色標本り作成

　　ウ　ス“　フ　9　小　腸　よ　り　耳又ソ　出　し　た　宝　体は、　よ　く

フK栄：1天か．う、　7K道．ノK．¢）はいフた小ビーカー

に入れ、4℃の塗蕨．庫内に4－6時間放置した

りち、　シヤウジン固定．「夜あういは5％ホルマ

リン固定．r夜中に、　それでれ浸漬し固定起行ク

た。　シセウシいン固定ラ夜中¢フ虫イ本は24，時間ξ麦に

H兇禾㌧琶行フた。　固定液1“処理しに虫イ本は、　7K．



6

染イ麦ノ＼イテ“ンリ＼イン三二ヘマトキシリンう夜色あ

るいはコンじネーショ
ン，力＿ミンう受色：来と写了

りた。

※コンヒ“ネーション・カーミン染色デ夜イ乍成’ラ去

　Mayerヲ童ミョウハ”ン・カーミンラ夜．　IC　mlき．煮、シ茄

さ　せ：、　て　の　中　にハイ　テ‘1ン　ノ＼イ　ン鉄ノ＼　マ　ト　キ　シ

リ　ン　原⊃夜　30切1乞　カロえ　て　さ　ら　に　｛者、デ苑　し　（　　こ　0　場

合無発した液たサ薬劉建加える）、その中

に1－29の・K酋菱イしナトリウム（NαOH）乞力ロえ．る

。　〉令去17イ麦ヲ慮週しし、　こ旧しをノ原、ヲ夜とする。　イ吏庁1日手

に、20－30倍に蒸留ノκ丁徹天して用いる．本

染色デ夜り染．め上りは、　テ“ラフイールド染色菰り

も　の　とイ1入　『　い　る　カベ、　ア“ラ　フィ　一　ル　　ト“　染色ヲ去　は　、

才’柔イ乍の途中↑二酉焚アノレニ］一ノレによ　り月兇平ぎイ了

）　た　 ゼ）　、　　染　色　1こ　読〉　ら　力寸　’じ　き　易　 く　、　　カ〉　九ド　ソ　高］ノ蔓．

り操イ乍技術起嵯要とするが、本茉色広は、脱
邑、操イ乍　　力ぐ　な　　い　　こ　　と．　、　　長　U寺　間栄　∈L　；夜　中　　に　　虫　イ本　1と

λ＼ホしたまま三文肥して七過沢さ4｛ノることカ｛魯与し、

なごり特長とも・ている。本デ去は．特に生殖器
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系糸充が’よく染め出さ掌るのと撃キイ叛乙ダる。

　b．連者売組糸哉t刀片　ネ票本　の　イ乍，成’

　固定された虫イ本と、ノK下野、脱水．脱アル
コ　　一　　ル　　の　　ナ最づ乍　乞　方包　し　　た　　り　　ち　、　　ハ。　ラ　　フ　　ィ　　ン　　に　　’己

労し、乎均ワー10．伽の厚さで頭評より体末端ま

T＼縦・下階力向り遵．，続切片と作成し、ヘマ

トキシリ　ン・ エオ’ジ覧ンニ，亀染色お・よひ“ノ＼イテ”

ンハインす穴ヘマトヤシリ　ンi裂色と行い、ノベル

サム1“封入＼4麦、穫見察にイ宍：した。

　G。走査型電、子・塁頁雅文金寛用音へ’米吊りイ乍、成’

　虫体起1Kラ元後、り％ホルマリン水溶液で固

1旧し、　さらに　2－3％り遇マンカ“ン酉三二グノKデ容

ラ夜て“30下間再固定．した。）卜いで’脱ノ1史きイ了い、

さらに虫イ本のり又，怪い♪疑．集ぎF方ぐため、臣島界点、

乾燥法と行、た．＞1《に資料ぎ台上にのせ厄㌫，

に　　お　い　 て　承勺　’oo　A　¢）　ノ炎　：素　、　承売1い　て　　joO－200　A　　¢）金

り無着と行、た。観察は日立明石図5M2型走

査層顕徽越用し1、電与加速電圧りK▽、
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O
たし察観

の一音イ2，000－　lo，000
ノ
ロ年・’音イ
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L虫卵

実験結果

虫卯は体のイ麦カソ：3ほど¢）片即内にあツ、　1
片
　 9戸　p勺　に　　1よ　35一一　∠卜0　イ固　¢）　！ビ　リ戸　ノjぐ　1ま　い　

フ　　一て　　い　　る　・

その大きさは2q－38×2臼一41メ4捨て“∫求fF多と呈し

ており、無・色ていあ6，のP売突は才望めて簿1く、容

易に石皮曝する。　宙暁lo内部才溝造，は、　1個。黄

色の卵細群し、こ糧取ク囲みよ）に劒1ノ
る甥久卿黄細細・うなる』。

2．　プく、1彦句負ノ1　虫

六＄句幼虫は4・層り叩膜1〔覆われており、そ

の形は球形て“ある。最外層り第1膜には比較

的凹凸はけられザ、滑うかTあり、人きさは

『5－Iolx8『一『3加、第2膜は若・干凹凸があり、
大＼　き　さ　　「4一『6　　x　　6q一　ワ2／4m　、　　．第【　3　月莫　力Ψ　i　沓ノ厚　

く

5－6．…吻る．箭4膜は六鉤幼虫と接する膜

℃、箭3膜と比藪して非常に簿い。

六、金句名力虫は大吉戸・分が、王求刑の上音Pを少臨し切
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匪πした形き呈し1い5が＼　叩形とした六、金句幼

虫も♂ナられ、る．大きさは40－51メ36－43ノ〃η¶1“あ

り　、　中　吋　よ　ソ　わナ，か　に　偏　し　たイ立方に　、　外イ則に

吻6本蜘力吻る。正中線の鋪にある鉤
は、イ本イ一部に存・在グう鉤よグも大きく、長さ

は23－25ノα1η一｛”ある。　また金句の形態は、　中一央音F

がわす’毎力・に膨5んて“おり、　あたカ・も関節ワよ

）にけえ、　全イ本のガ多は「くの宇」型をしてい

る。イ也の4搾り鉤は、　2本ダつそれぞ4し左右

のイ本刷に堅いイ早年に存在する．大きさはよ記

のイ本中央の金句よ　リ　ノ1・さ　い　（18－20ノ』m）が’、　太　く　、

屈　曲　し　天　い　る　。　　こ　れ　う　4）　6　本　り　塗句　は、　　生　き　て

いる間は承多、小曼な運重力ぎ示して集まフたり、馬

丁U）司辺’昔Pに禾名7乾力したソダる。そのイ也、内貸30

構造　と　し　て　は　、　金句0　前　方　に　，　　∠　イ固0　大　き　な黄

ネ易色0累負粒君羊が’あツ、　目下点クよ，）にみ・える。

さらにその直後たはラ芙黄色のノムさな累負メ立尽力ぜ

露見察：され，る。　（図1，2，3）
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a成熟ネ疑嚢尾虫

　ハラジ丁丁ツオアシムシ0腹月空内に寄生し

ていた本条虫鍼塾／瞳虫は、縦イ杢4引一5伽，

今回径2臼5－344ノ柳の楕円形の虫・体「C、　与力》にはハ

ート酌起した成熟擬．嚢尾虫もケ数け5耽た。

嚢イ本部り前端には正中線．に沿、て陥λ、した細

い間隊があ，て、嚢壁左左、右に区分｛ている

が＼間隙はあまツゴ聚く戸肝入〔てはおうす“、，荷二

部約1乃丁終、てし増．二仏イ麦端音隠脚尖

っ1おソ、特別なP付、属物はゐFうれ、ないが＼　こ

き　に　、　六盆句ち力虫　¢フダ芝イ本が冑崔れ，ダ“に戸付，者　　1　て　し、

ることもあう．成鮒疑嚢尾虫は、昆虫0腹腔

内に寄生｛くいるとさは、宿．主が作，たと，巴・

われる蓑の中にはい，ておソ、　こ0嚢0大き

さ　1ま、　　850－880　x　620－　650．α〃1、　ノ写　さ　1よ　2－3〃〃1

には成熟チ疑嚢尾虹のイ也に、　四三幼虫発育過，程

にお1ノる骨体と下関う錦1鮪ダる均一無
漆靖造，りものノバある。

　ロ　嚢イ本部は、内外の2評よソなり、周緋、部を
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ヰ成虫

　　α．　イ本　表　　お　　よ　　ひ9　宣ノP　彦＝」5

　　イ本柱はクチクラによフて覆わψしてあ、り、ち零

細ネ島本　π・の　ク　ナ　ク　ラ　0、厚　さ　はタ負部て・は　4－6沼m

成熱感節丁’は2－4ノ棚、老熟片節τ’は2－3，5ノ四

丁励が、体後書にいくに従，て初潮は
奔’くなり、　クチワラもカ・なソ老イ卜して粗雑な

杁’態　ぎ　示　1　て　い　る　．　亘頁音13に　は　4イ固　リ　ロ及盤が’あ

り　、　　そ　の　大　 き　さ　 1ま　内イ杢　 5ブ7－　65ノ〃〃⊃、　　タト宇：蚤　ノ〃一／22

、α〃71“ほほ“円・形左呈し　、筋肉質よグ，なつ　て　し1る

。　　虫　体は　宿　圭　　0月・易メ1二月莫　上　皮　、組織・0　　雨戸劣ミ　に　豆頁音P

を穿通さ乞この吸盤によ個着して1｝る。

また、　ロ勿、　鉤i芋は・存在しない。豆貢吾F＝全：イ本・ク形

は円多佳形で、歪員部に孝勿行ダるにしたか“，　て細

くなる・（図5，6，7，ノ7■8）
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の筋肉質よりなっている。（図δ）

σ 　c滅熱片下

　成熱臣節1‡体。前方1んよツ物付辺ま11・に有

イ生　し、　片口｝戸9長　〔ざ　は　Ol　8－1，5朔っη、　1ア畠α85－300クη丁

丁ある．后節内には、正中、線り左石、ヤや体

側寄ツに20－30個の精巣（’6－20x16－19〃10卵形

の　票頁月立　）　カ、“あ　ツ　、　そ　れ　ぞれ，0　力晴巣、は　、　系田車命孝右

脚に建ノ早し、　そ才しら0、糸田輸）多斉管1まイ本中ゲ乏より

や　や左櫻》あ多　いは石イ則　（生‘殖開国黙り位置に

よソ劾る）にあ訓勅集合輸精管に合流
し、身締三新嚢にはいる．月宇才斉嚢1才虫体前力の片

節1“は：未発達丁あり、　イ麦方0図師にいくに1

た力ぐフて発達．｛rlいる．　その下多は楕円牙多ある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ㌧、、は長＿楕円形　㍗あ　グ、　厚　伊す非ラ世管　0位置力・う

生殖ロに至る部菊’にわ尺・rおグ、　そ0大き
さ　　1ま　　120－1牛5x　25－50ノ例〃1　　て・・あ　 ろ　そ

　片師rP央やや後方の左石κ叩巣があグ、そ

粥は楕彫目呈じ田る。固着卿巣は正
中承泉上丁、縮合tてPる．　卿菓¢）大きさは、右側



140－150　　x　4・1－45ノ研〃｝、　左イ頁σ　’39－15／x午。－4．5／〃〃）　て“　あ　　る　。

内部は牲2㍉脚0小さな黄褐色9瓢租によつ

㌃観温し、る．左右卿巣の、結合5Pり’前

乃に向って、35－4・0翅mの幅とも・た与宮か●ノ続

い「：いる。一方，　この糸吉合音戸¢）直後に40－4∂x

35－39ノ召1ηの卵黄目泉、力ぐあグ、　こげしは叩責副管；に

連なり、こり管は卿菓か．う発した直管と合流

し、卵涯多成’月忌’に闇〈。　このθ芋翼月0片節↑は禾

だ副与宮、　の1ヲ薮0形成はみ一らκない。　（図9，

の）

　　d．老熟片岨

　　虫1本0彼方捻は一秘んど苑熟語衝秒グな

る・片輪長さは0、8一　o燗、1幅　2一　5吻，1て・あ

り　、　各一♪す　顔戸　の　∫7麦ポ易kIま〉タ（　〈iク，片　　彦ア　4）　前　縁1こ　カ・・，」ぐさ

っ「：いる。　この召寺，忌月の片違↑は、　＊青巣、，　σノ一巡

、卵黄腺一肩↑心知てし｝る．棺は、斯
学、　の　あ　フ　た　イ立、置　、　す　な　’わ　う　乃　節後　半　剖5申　火に

Z詰り大きな袋状物とし’（〃うれ、左右に並
てノビ　・　　　＝そ　　　り　　『P　　lこ　　35　－　　40　イ1市∫　0　　ノ＼、　イ済’」乏レ々　r芸　　を　　含　　む、　。　　　イ本

申央：剖5じ左ノ｝の子宮は結合し、そ0前方に副
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二手・宮ノJマ’じさ　〔い含．　与・1畠’の人ささ　1よ、　ゐ［．イ貝ヨ

2「10－　Z87x　「12－　84　drη、　ノ仁1イ月コ　2ワ5－290　x　75－56．｛4’η、　　戸｝　宮

壁腐一loノ㈲cあ6．副棺1耀し噸肉負鍔
よ　　　り　　 与　　り　　、　　　虫　　イノ本・　力ぐ　り又ノ縮　　〔　　　｛　　し、　φ　　日手　　1ま　　　ノー、づ　　彦三」　ノ穿

下　1　’1　おり、　ノ1師1連糸占疹P9付夏しにある　例・」憂に

皇圭＿　し　　1　い　　る　。　　隔り　尋一二　　0　長　　さ　　1‡　イ1弁・長　日手　に　　1よ　　0，ヲ5－

1、14・η瑚、　「幅95一〃5』伽η、　切＃オ求本じ04ξりノ享さ

は51－65ω唄吻6．躯憂胚菖筋肉’實』環
1“あり、　嘲rり中に人；金句考力望が15：器め」うれ，そ〉。

（図IL　12）

　　a雄性生殖器系

　　前田記したように雄性生殖器は成熟片節て’二見

瘍そされ’、　此荏・卜生生ダ直器よソ早く万多ノ戎さ遠しる、　ダ

へ」＝　わ　二ち　イ本前　方　　レ〈i3　0　イ立縞　イ寸近．　1こ　あ　　5　ノす　湊戸　力）う　メく青

巣り形成開始がみられる．そ。後、精巣。や

や内側に縮が↑ぎ、翻巣力・う’発した細輸

縮は集合ほ轍棺・＼と繍、貝粥豪には
いる・輸2三管は1本り宥よソな、ている．老

熱脚丁は精巣はほとんと・哨欠する。成鮒疑
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嚢尾虫乞ウ入“うに’露メこさピたりち、糸勺4［ヨ目

よリ精巣の形成が四隅る・（図q■0）

　王雌性生殖器．

　頸部よリ教えて箭80－100沓目の片箭あたり

かう卵巣・かごTき’始め、　その形ははじめ球形て“

30一δ5瑚の・ト鈎穎粒1大嘘呈す5が、発達ノ

るにつれて、そり左図両極08戸分がさう1こ脚

題する・こ呵期に腸と径5一臼m卿黄腺
・ワーり，伽，の子宮が形、成さ4しる．そり後卵巣は

分裂生長と続ゾて成熱卵巣とσリ、叩、細肥に

よフてラ尚たされ，るよ）に与る。　また左右。卵

勧中門防殖後にある∬1瞳月貼よひ・棺

も完騰る．鴨成腔1“1ま、rO後膨吻形

になると、　吟1巣、 巨ノ戸黄月泉1よ⊃欠々に消、失してい

く。
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こ　の時其月に　ぴ　合　こ　少叡　の　虫　叫寸　乞　合　・し・だヴ　と　’」：

∂・　（　図　（ヲ，10，〃，12）

9．排ヲ世泉

排セ管は4・個

側に、 それぞ㈹

」お》
日
割
ハイ管久月0後直の盤吸の

一
」、

し在春本準1と・
口、

本2

び量 ﾝ

れラ

4睡り管は吸盤り直後C子馬し．（環1状の管と

なり、

に向♪

吸盤茎取り剛ん

排也管は体側に

Tいφ。 そり彼、後方

テε｝ノてイ麦メとしてUる。
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と 体中央刮5

浸透圧

、 そ0，排祖母は太

いる。 さらにそれ

、無数の穆緬小管

に向っ　ノ（分岐さゼ：、

（　　調節管
て片顎全体に、網目

141516）

この極細小管

OSmOregUlatOry　Cana⇒は数F回奪下し

1ノぐに：クテ＼赤｝し覧て いる。 （図β，

5．走査感電予顕微鏡によき観察

α頭音P

4つのロ及、盤が，み1う承ノるの母ナで、 ての表面は
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平滑丁’あり特別な突起才勿は3ナら〃しない。

　h片節の表面

　表面の微：細構造．としては、　400－600Aの，1、孔

が！汐数みうれたのみで、柁Kは特別与楕芭は

」ナうれなか，た。
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           //fa //･a.

   {llz ;i<mtlil, illlll ,ikg) ffi op jllii ;･tiii .tZ) K" ri] J<,"7 " Y lgS tiKi

k 2ft rg i;, s,E e. b,lv fi op B fi , }g, /× sbl

zit m, za das op ffl g:&c, 6N " u"i,s,vre 4g v ui･ it>s, ao

fa.,ca 2it za $t Diiepididae , Stl i g e *t paruterinae Os

Metroliasthesal( li " b, 21g, 7K] Izl . Ransom(lgoo) hS'

lt7× V"o* 7" i1 M･11 V>n- > di dt CQL
1" -i*ll5( L k t Iil) .El] 2/!gl,s2A£uziLEiei acrs gga,E-2AEEgno aro O JIN ma k'S

N va( it X za op *tr1ig ic rtLK fiUSft L ft *rrA K"

2) ? '( . C op ,itfl ,$SE }A rqetroiiasthe iucida Ransom,igoo

t 6> `51, s ua. 6/i, oRrtN lciE t L1 ;KZ5 uc lt

, 2( il(, (c J 5t. J21sK /El, op ne gk # Btr !i} c;;(t6k, hkfi

ji{ hy' szsT Zs((2o-4o lca) <", tt ti7 op fr2(l li tc ts tlL L

. P.'[i?'hPf2i ilZ l; H i'il7 1,1<' K", 47P:tUi eill 8 1!lftte, t,i7, 1 7I3- jtiL

L, Flil' illl7 t; -tkl. <, [ii,J`] ;IR. t; d)4KL rF ft i Y･ Ap 'V' 7;ilL 7:i

l( k" t] (c siiL k K" 4iiiiH s L, eg lg .v'ues g ca k

1VbctVt" (" to b, L,.i..id. Ig, R op ;k

1-Ov 7NO. 77V". d '/ F', i-K-7
') 7 lj t" m zsle lc fi "j (1 vbc t hv'¥,I HH
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L. Gtt(1tt de .% op li h'tcst@.% op
' III# !l'L' (LiLNI!g.L2ays!1 or ; 7 F ') c`2Aa.i,.,!,.yLsn .gA.;Ltss, JtN 11 'll'k [1

fl' 3 Vi7 Nuriida sp., caccabis rufa, coturnix rufa AY`g5Z iES

tf ;IL, 4g 1 ti t>si3(k lc Dk, '( v b, .'k t-) tc itk

.A5 2 ･a$- ll op JIiiij ?r. L /( . rieggitt(ig33)l;t. /f > F' ¢)

71 IL 7-1 ･}2 69 op lli?7iiZo llli l7k] K"ES] ili dy tl<. '( LN li J9

7 4 V 7"4 J< t".oius chinensis indicus op ilx Ha IJ'b

Ztt lc za 6zlSN Z. rfetroliasthes fulvida !･ieggitt, lg33 t (

-( gEl ili L1 "b.

   ft o 7ft, ISN7kl op L4 kulig tg ab ti<, V de>, k hN'

. I972 i;i tc l2 Li Y, JX }Il - ,itEZ(Aks"9 J<"7 cotur-

nix coturnix i.gi2gp2gg 0 iiN Ha " Y JISN /ili op i!ii) 'Z Z lt} liZJ

 L. ]if 3 ;lllL la op itg "ietroiiasthes coturnix sawada et Fu-

nabashi･ig72 t. L '( fsz 'S L k . <S [gJ, ;Z .jg' hN"4;2 M

L lk I}l 4･2P l3, C if<. b ¢) raetroiiasthes /l4i op 2}g ･3Fjll 0

) 5 , "･i. gg.s3-E!g,2sturnix IC ff2 Fg J)N" ' jF)R[ (- tC-1 e 2;,. EL!.£j,siLgcida

ti .6s. eir !tl t op jfll ff,lg tlg? kV Lt 95( l" ce lc Jiik L '( i!b

Z) e

   L,. tJ,urnixtc ") " '( l2i. i･7< [g) ig op 1#) till (J //tLgiY

hs'b b op a7F K". K op va, fig fiag (`JMY j lft 3t;
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ベク

。特に本

不明じあ
　　　　　　レ

て観察1

が、庭子

体前壷に

離脱直前

か与ソ

そうくノ1

噛れるよ

条

組雑丁

　　　節

　　　フ

1君。組唄哉1掌

たが　今回

結果、最外帥リク

まβイウ・によ：・て蓬ラ

〈に　（たが㌧　て、

老熟片節にけうれ

　　　あ　う　こ　と　が判明

内0σ1優が容易1こ

にす6たのT’・あ二う

筋肉性線維組織は

nieWski（1930），

　　　ら　るよ

、　　ワチ

　　　　　　　　覧

条虫

Johnstone（1912），

りに　、

7フ　　、

れら
　　ノ

と

伏墾
夏チに的造面、

一
に

0寸忠柔筋下’ノ
述に塗ロ反≠り人魚．り

ノ

寸力と一
」
診あ↑美オ同

フ条虫り

うす“、今

観療↑は

同様に、

　　　　　　　　23

包構這に

連続レ1／1

　　、　　Blochmann（1897）

N・wt・n（・932）ら　報

こ　　　　　　　ノクチ

5層

N’ク

百月う

．排心寄については

回りノ1「戸：書票本およ

、排泄管厚弛ク円

頭詐κあ診亭徊。

リ
ノ
マ
～

カ・と

　　閲

　　標

チク

　　　と二

月臨急

うク

した

中間

ソ

’

仕
口

o

wis一

に

下筋

なノ

いる

なノ

全く叛告さ

ひ切”糠本

葉条咳類の

吸婆ψ直下
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i 7･ Hl9 1,ea es 3 cA" t,S im,J

W hS' its ifiL L, 1 nc ft" 4L

op Zft 7j iJ }`o'j 7 K ,AE- ili) o

1,2111 op g lxS K･' R rc g dy Y

)t gP 'l" i-2/t/im pt!II2 *1tiijx

fi th< d t･ C op tw 3va /Jx

4i) 6i4K ,c 3Iq E] ljK' tc fiKii) L

gner(1917) OX" PL:]rzg!ingggs2Rg.-Etheoce ha1us

 ] 4 F" pierocercoid lc ) U

IP, Ii Zi- !ili S O lil<it S{. iSI,, ig

 natum l< C) " V( ;'ii( 'ol L '(

le-,v z-isc L. C O ･lfiE

{ vt op t ,W,, 4? lt 6.

   JJ<M(Mb.5% li. *,% (c

                'S{Sh ET t" tM}- a cc ･f4il. %Z

/i･bZZ U hY, OK"i
J,P,,ty. 7Js' eb de ic. cO

i" 1< ic" f-lkZ juS'Zlt ,ll) tiL 1

    zts 2k za op /iX' 1,4,, lff ft /t
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iJ 25N /tz 2 .IK. i-j 4- 4iL !Z)

op IIIi;' nv71gL ituU dJ .rG) < fZK

c uc64 as op e is, pR

lll] dCi .t ) l( L '( .liL (c sl,g

`p 4 /isy op .l7Frtg `E; t6t, [S-

･kT g 42jk tl-7 R B13 i( fo1, 1

ilil ig i21kk ig] ･iSL t2ij L< 7i gP

K U 6. : o J5tr J?L ia w.-

toruiisis op 7e LD ll IL

1i gt kpinterag33)hS'ts"

op ] itsl Calliobothrium coro-

LN 5 J,iEi-{zSL /li Sll] gP iZ op iili.

h";f i2!t. ,zE //M gF 0 ･tl3t･ if8 g

Zi- tti. Y' 5 fSk.iiiiE. S}, }lil op Zt,

S 5IY.i kAw b uc st
llll(i. !iR tc dis o It juj,3-l f2]

;Z i8L li K op 4e e 2k g 1"

v 1} U,

ior op ffl ijg i", iS' M0 jBi!,
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7iil lc, ? '< HjM IJs t. (, tzL, 2tsg 2E Ek op fSSic' 9,ge, X15t

,il2 7[e EII t. Jones(ig3o,36) hx" y'R 'e L tl !:tL. iucida op

t op t Ct la d 5 e. x,,. ,..id. op iiX t,,A,, tkit glEL tz ti

, ys igc 42ts op ah uail g, dr b lc z lg op ;zp' Lx Hk h" 6N

1ts , '< V 5 k`', 2L,. coturnj.x op (, op l[; 2( op nk hS't

71i -t" Elb z) ct, ii)SC /kS,N, {IiF6ijllt 7E iZ ¢) Jk, 3S dj"', !:,･

iucida 1" lg s75- 655 x325- 532.um 1" 'V7 'V) li( fi IC

i2Z VfflgZtK"2 op lc 2iL<. 2iSy jill 9 op <

)it(, lg 451-568 × 2q5-340.,"m 1" tb V, fiZ ltifi, F[i ll13

{(<IJJN-ts gy r'lp5ctVt"lrb,A%
SL !lig- )/lili ic $)71S Sct Ax" -l"3 Z), Ef t(i, 1,(li ((

lili' IEE. Y Z) ig-l' /lil. iilt Lil Rainietina (-R) kashiwarensis, iti

tf#i 9ft; za s. (R) cesticnius, 7j J[l 21Iil EEk B. (B) t£;tg)gggag.a ,

            Rl (R) echinobothrida op f"C g･･ige･ }iltJl-iif IEE, Ek t

tWH 5 '.'V , c uc 6 op ,ilfi lfi. op t op ii ge, VSS ig

 U !< "b op ll i`t L '< bi. coturnix ¢) ;t ij(/ (J ic B 'Al
                            -
L ii} V,

   i{- fi e$9. 0 e,E#iV bK. 13", k gn op ,2k. (Ie op be,Xk

fiHitsiS itlL t V -( l(; , 4oO- 6ooA(o ,lx ;}tL kx" 91s7llit[Ub

 rc k op a;.J- lt', va (< ii 7i hV,J V its i-Il[. V 6P7L b ti(7 tl L}



O

26

、しな一
h
ノ

認めもし矛
　
、」　ノの

“

’
」
ま’

」
一
面
　
・

表のP立口
傷
ハ
ラ
ン0

〆



27

■発育に関す言万斤完

r

　ウス“ラ条・虫は、ら尺田・舟倉橋（lqr2）によソウ

ス“ラ　の　ノ1・月易　よ　グ　発　育　さ　れ　て　ユ入信、、　同　氏　う　Olf多

態、学白勺記載と除げは“、　発育史や生態とはじめ

として、　『り犯の，研究は全く行なわれ，ていな

い，今回、署老は、本条虫の発育史の解明と

訊’みた。

　自然’界におヴる本二条虫の中間宿主は不明て’亀

あるりて’、　：本条虫の自然’砲染のみうれ，た養卑鳥

少易において、　中間宿主の4果索とイ了ノ　た。　その

結果、判明1た中間宿主を用いて、六鉤切虫

の中言指油心内’1・0発育過程と、中階陥主乱

丁’の六多句切虫。体内初フ行・o有無にっし、て…ク宍

験乞試けた．

　条虫　9終末宿　主イ本内　に　お　ヴ　　る　発　育　過示呈に　関

し天は．未だ・不日月の点が名9いが、　これは、　宿主

の消化管内におい（同一虫体り発育汰熊包継．

糸克唇見寡することか’不可．能て“あることし、　また
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4tw"g 1;t As' M ii# K" op b c t ts e" is>b, GE5

1" l3 tkU9RS hY' dJi- b e(i V LN. C iK. K) V<

li, lra it i 1" IC . ip g" it'lq pentsusckewsky et Philli-'

ps (l937), Penford et Phillips (1937), Chandler (1939), War-
                                       a.
die et Green (i94i). }s 8 U"IR yES (Iq56) op 6ff '5ie ltY' (l)

b l( S 3" '} ", L h'b :･ il<- b (D i6fi 'e ¢) ) 5s

                                       a.wardie et Green ag4i)as $ LK" ;'J< EEi Uq56) X ISlrfR < 9K e

li, 2ft 9 op jit} fi <Sl, llZ UIft -] lt t op K" th V, 4E

fi ft opt op gSCs-{liLkt op K" tiV", ij@.

22:i- iEli-, ASL 2k- !lil op liljC SI!S, -ikEX /iil !IZ, ili. vi7 Ji<" ] ic lll{

jil3< d t. - C. #.n fM c" t iC gU tfi L, ft op Mle iif

l7ill ic ･i;i- !±. t '( tN Z) ij7 IZ,"7 fiii !ili( SP ifZ Iilil 8 ･Era, Zi U

, ZS. 2ft Eie( op k2$･ A< zZ li 4)4s iJk] 1･' op ;Il} fi IA･ gg .k Xv P

, eS b i( lill b,la ltj !D 1'<, G;)Iil 2VJ !tl ffZ lii>C' st!l.J3iilZ l( -) LN '(

t en b IJ> lc Y Z c UJYN K" .+ k,

   2i<( !itl (< ?{s " '( liL, rl' lilaF] ifii .IE. d,4St IJN 1" Ri: '"･s L k.

IjSC t"A,, va fi ,fiE za IJS', ,{iC5 MG i lc }.R lk .i uc k op S

s ifi dt iS' rt] 1" )fiN] - fi Jrs fi Y bk b tc ii. me SIk

 U} ii uc i;"Vb 7 v, c op nn lE op k op op # Zg

 t[I, 21Ir !ill As' liSic' }t4 K t,F Z) i.IIL 6jii'i g slZ. t3c,( '< V 5 t
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K" HjilL {l5 g ,Z. ig(1,

 ;-Jetzel(1932,34),

V, c ua b l3
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          it*k"u" ";-x

   S 7,i6s; ,lilii )c 8 ii b iV I･i,t fili Ai. o tll( li[ K i", JISL 2;<.

･g hy･ ue g (c ptl1( 1 tN b if Xne eJilei pt i i7 tk

tc t8> s- JilS, g.kliJX) tc !ilL R.- .9' s 8t !ll gg rx" Uk.tlll.

Lt , X.eq:fill 'Elil c( il 5Y･iil7, tii 6't.y!z i? t'c ,X,. LK/, 0･85

% YY taO 4ilL Jiiaf-it<kgsm2)2 hv z K tvat NA t$,. L

. 7< dnsStw:X¢kf i( b' tN -( n"M Wce 'e' bE,QZf-de C

NN )iejl!I#l 7(iE, il-l lc gJ( ( l:L, .k t-p (( S¥3iH-i IJ )iCfiS t

ko
  4e fi, ll.!l kl ll< .eqfi ic ia, t. pts op jii s.k ,pm g ds

2ili yll ([,Elk',, pt,,N lllz, i)i.!i(] 'i-!is d)' .tl>, iN 7 `>'･" }.j 71] '? A' 7" ', A

£/ Dermetes rnaculatus, F t" 7] 'Y 2r 7" i/ ll i/ p.ater,

'jb"tf 9 4 1"S zL, i/ N"7 :. j.2j2zaSg!2.iLsiEihtbusstl!ts}2gxU-rinust

ii"' '/ tr S/' i7 7Y' l, i/ s::,!isl.I2[g!2.],.ii,.},l!!bi um Rop. .ELgerg!!ceum lil. iLh<III'5< L s

k., +, L 9 K Lactuca sativa . 7 x q g 7Jv1 t<' fiq

ili )lilli iJ!i] 1" .l //[L q) iSll, Yti g siaj IZi L(300C SFij eiP X- Iil]),

C me b op EZ, NtVJy' IE, k ki' Nl u,IV g. ,V-,tJ o fioj fi 7a W

'k" vpt4 4t- E61 fi L, J5(' tz t is 7 'i. t op g )fl u jtZ

e c il'Lb op "cl. 9g lu H; ,ilr'E?. 'R3t ft op 5, 9



へいた成虫芝イ吏用し

上　言己の仮司　育ナ去1こ　よ　ツ

じ〔、その体贈こ寄

オll呈と三見瞭し1こ。

　　糸冬鳥、宿　主　に　三寸　す

ウ天フぎ研究室内℃

に梗用した．成熟｝疑

カデ去は、

成熟凝嚢ノも虫三人㈹

。　感染さ　せ二た　ウ　ス“う

んて、薬品無

　　擬嚢尾虫

一二農尾虫aO匹
に、置：：カ・必したノトδ式’馬灸：管一

験腎内り脱嚢択・ウ

　o，厄zo％
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天ラ糞便内の尤1柚節あるい広角糊にわ
天イ罪だ虫イ本ク老熟乃須ア左η又グ出し、　彦乙丸1こ摂

ノ震させた。　才た、　1司実馬づミに片1し、1こクロユ亀キフ“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は研究室内1い糸匪代・飼台1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た二．　・チ｛旦目〉くさせ一た昆虫IJ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉司デ雪し、　一並二日手記月後1こう貴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生邦六鉤幼虫の発育岨

　　　　　　　　ろ盛）伯よ、磐化z日後の雄

　　　　　　　　　　密『1記し、　吻戸考1イ色孝麦ZO－40し1目

　　　　　　　　　　嚢尾凱のウス“フ＼の摂ぎ染

毛糸田管ヒ．oへ。ットに、無留／1曳とと，もに

　　　　　　　　　　、強制的に経〕投与した

　　　　　　　　　　は　、　　ノ　1二iす“ソ　ケ　一　ジ’に　入、

　　　　条ノ」ロ亥司才斗　ぎ　給与　　し　た　。

　　り脱劃哉転に関」秩験唱ま、成

　　　　　　　　すつ、）穴に討条イ物もと

　　　　　　　　　　1こ入．串し、　IO分こいと1こ三吉式2

　　　　　　ノし乞三見咳…した．　す与イフ5，α5，

　　　　‘ワ：塩イしナトソウムラ容；・及およひ“蒸
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留ノ1文の中に成繋浮疑蔓屍虫を．入軋、　4－00G　のづ：亘逓

槽内にイ呆＿ノた。　与お、　蒸留ノ1又に・入れたものは

、このほかに∂0℃、20℃0恒益槽中Cも実験

乞イ了なフた。

「
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　　　　　調査および実験結果
L　条：虫　イ本内　に　あ’げ　る　六　金句亀力虫　の　発　脅

　成熱・チ疑嚢尾虫と与えたウス“ライ本内0条虫は

、　感染　5　Ej目　頃　よ　り　叩、柴　内　に　累頁メ立オ大’0　の戸糸田月ぽ

力吻成されてくる．この動画1ま、大きさ下総

径り一15鋼で’f鳩、凶彦戸が均一無横造である

。　6日目に与ると叩弓一は受1メ青を完二写し、　手ぢ

内に矛皆乍」する．　また発育の早い方節Tbは穴金句

名力　虫　　り　金句　も　けつ　1す1．カ》　’与　か＼う　あ忍　め　う　　れ’る　よ　ラ　に　　な：

る．　この時其月り虫叩の大きさは径65－70ノ蜘ηで

ある。8日目には、6型は副郭内にみうれる

．鉤もナ分に発起／おソ、人きさは95－101x

89－93千丁・ある．しカ》〔なが’うまだ焦り面面

はみ多ルない．
　12日　目　　の　巻見穿i　T’は　　す　・へ“　て　り　吻刃　は　六多句ろ力虫　　左

含　浸ナ　、　墓U　与　官　内　に　在　在　　し　、　の戸　巣　は　　す　“で’に　萎糸循

あるいは消失している。穴鉤幼虫の鉤は盛：ん

に前ヲ麦左石に運，吏力を1’｛いう（ηカv巻見寡され・る

o
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してタ謡い．　トピ’カツ，オフ”シムシは形薦あ’よび’

生熊が・ハラジ・口力ツオフ“シムシにヲト常にイ」入べ

おり一＼ラシ・助ツオフ・シムシと同様に糠

尾鋼蘇孝・は高し1が、生鰭父緋・勃こ勃
く　、　　1　年　間に　、　　20匹　 し　カ『）採耳文　丁1　き　な　カ＞2　 た　o

この耐動昆虫は、放弥鵬と卸こ寄生率
およU・昆虫厄当たりの山回．尾虫の寄生数が

タタい。また、 コワヌストは昆虫1匹当たグの

才疑嚢尾虫寄生数は少数丁’あ否が・ヂ疑豪：尾虫り

盛；茉：孝二は高力・ソた．　力“イマィコいミムシダマシ

は、　1穿1昔1に糸勺5．OoO〔｛三採証・くTきたが’、才疑髪ノ毛

虫｝まそのj）　ち02〔匹．　声ご｝ヴ’カ’・う発尼さ才し・　そ¢）

麗　梁孝‘は　ヲト　常　1こ　砥　し、　（　図∠月，　42，　43，　44・）．

　b．昆虫i妻負　／＼　り　感　染　実馬：灸＝

　ハ　ラ　ブ［］　カ　ツ　オ　ア1シ　ム　シ　、　ト　ピ　カ　ツ　オ　ア　シ

ムラ儀　力亀9イマイユ’ミムシダ1マシ、ゾ’ンザンシ

ノYムシ、　コ7ヌスト、　ク〕＝ユ’キフし’ソ¢）占f6添重

り回虫に惑液実験ぎ行．た縮果、体内に藩離

した六鉤幼虫が発見さん、それが成熟才疑嚢尾



虫　に　，圭　『“　孝邑　育　　1　　葭　昆　虫　　は　、　　ハ　フ　シ“　ロ　　カ　ツ　　オ　　ノ”

シムシ’ A　トピ、：カツオフ“シムシ、　だ’イ7イコいミ

ムシダ’マシ、　コ7）ζストの4牙重労頁丁9あり・ク

ロコ・キりつ、ジンゾンシバ払シ1噂薇泣1こ
糸冬フ　た　。　ま　た　力亀’イ　マ　イ　コいミ　ム　シ　タ’，マ　シ　に　ノ　い

ては、303匹帽匹に成町繰尾虫か“発見さん
、　盛…葬こ孝くは0、3％とヲF常にイ旦く、　自名ぞ界1＝おり」

縮辮ζと一タ》翫トビ・か財’7”シム∵↑
1ま　，　　22〔工　に　歩ミ∫〕森こさ　　せ．、　　そ　 の　ク　う　　ZO匹　 ｛こ　’めぐ、象奪’接誠；乏

嚢1ノ毛虫を発見し、　その感ヲこ二置くは（イ0・9％、　ハラ

ジ’ロカツオア’シムシT’は52匹ヰ’確ε匹に奇生し

ており、孝ぎ二七｛は8＆5％↑あフて、　こ刀両矛重

↑は鬼工率は炸常に高く、自然界におゾつ結

采とよく一至文した。　またコクヌストち慰染1・率己

5四％と自乞堺蝿縛と倒ま㌧蜘た俵
’）。

a中間宿主体内におゾ合発育およ伊集虫幼曳
　のイ本内多三孝：丁糸蚤鼠各

　〔1，．六5句幼虫　9　発　育蓮L系呈

　毒へ1食2時ll月イ麦：Z片潤ρぎ慎取させたとこう
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さうに．発達Lノて糸田くねrリ、　㌧、く盾ごノし前立1精に目ξ〕多

5　　，ノナ　 と　　も　　つ　　よ　　）　に　　な二　る　 。　　f本イ麦か　立漏　｛列3　にt　マこ予　来　 o　タト

嚢イ本左形，成するため・　嚢イ大：になリ・形は最初

、ヰ喬円矛多丁あるカぐ、　つい1いハート型に変イ巳し

てゆく．さうに／一丁心隔脚との魔に一役

と深い。くび掴吻成さん、将来のク暖体こ

内勲初区別ノJ剛瞭に与、てくる（図2の．

　　またイ申盛相5の内剖5には、正中承泉と中1、ごとし

て、　その：左、右に駕褐色の累貝一任が点在．している

。　ゲト嚢体、音Pには、　建仁詣左中吋にしてイ民力に向

フて一素適剖欺見られたと財柔の黒褐色0穎

＊立がイ本の糸勺’后の師分に分国し『い　るのノバσゲう

淑、る。　し力・し、　まだ、石灰コ谷戸1季累生水立の出し見1まな

し、。　イ申長　剖5　1よ仁尾　い　て　　Z－5　イ固の　く　ひ“〃し　客　右　っ　よ

）　　1こ　　な　　老）　。　　念句　　1よ　6！ト　憂　イ本　0　後　　ヴ尚　　1こ　才甲　　し　　†わ　　．う　　れノ　、

わナかに、確認↑ぎるにずぎない（図24）。

　　6日目：　2片節干与！して、　10匹0振1乏嚢：尾虫

を努則た。この考量階になると一寸台臨よ夷

、
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、
　
　
　
o

ツ
手
に

な
・
れ化が’3ナ！うれた．また彩は楕円碗ないしハート

形に変化し天きた。内部は、外豪富と内嚢体

力嚇・きツ区別1・酌よ）になり、藤体ク
音P分には1雲褐色のヌ貝，＊立ノバタ：ノ菱文昔文在し1いる，

さらに4イ固の”及盤．ノパ石窪，訣5て”きる．

　外画・則り最外、唇にあるクチクク様の透明な

；穿’月莫はまた㌧未＼完，成’T’ある．　／う灰票貝メ立．も6日目

0擬裏尾虫と磨烈／夘数歯現し氏いるか，、

aの大きさは小さい・¢句はイ本り後立茄剖5に夢圭’体

と11イ寸着1「1いる。1発蕎り旱い1疑嚢尾虫↑
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は、煙い入・・石灰果貝粒ノ」v太きくなり、成熟擬十

重虫と与含（図24）。　　　・

　12日目二2片才）を与えて．・1〔正の成’熱擬追

尾虫と発見した．六鉤幼略と昆玄に摂食．させ

てかう8）12日間で成’熱｝心嚢ノ宅虫Kよ㍗発育ダ

翫とノ」・判明口幅図4）。

　　b．　幼　虫　　0　　イ本　 1フく」　オヒタタイ・：f　ノ粂≧匠＝　茸～各

　豪雨0主要轄r陥．主て1吻豹＼ラ汽ノ廻

オァシムシにわ’ノう糠尾輪寄甥耽は、
白血界尺おげづ採：集菱文4つ6匹と才夷査｛たメ結県

力）　ら　♂ブー　6　　と二．、　　腹Fl空　 （（i　5、0ツ』）　　、　胸月室　（3，0うら）　、　豆頁

帝P〔2、0％）℃あり、　人グタ数は目夏月室か5発見され・

ている。　一月空、壼員剖5カ・う発：兇、されたイ列1“毛人

3ρ分0魚雷、尾虫は月夏月忌に寄生〔　て　おり、　胸H空

、　豆負音1ヲi（　寄一生　｛　．．τ　い　た　1疑一農尾　虫　葭‡　1　一・，う　匹添呈

度1“あり、　しカ・t・これら0剖5イ」i∠に寄生のみ一．まう

札た昆虫は、凝嚢尾虫0寄生宏がコ00匹以上
の重感’染イ固イ本丁　あ　、　た。

　　また・　片節茎芋耳取、後L2，4，8，’2［」目に剖検



( k El. za 7J7 b ft b ac MkjZ il{ /Z za

} t) 4E ve-. 3' ･lxU < Nx 6Ct IJ'･b.

SI, lik] 1" JFt95iZJ' X IS ,1}. i) Ct )J i} V

e i lt y･ g. sp. H･sill n';-i h)p as y. s LIiL

lki.rii ,Ee, !tl l;, n.Sni.", -:i- tL M Zna

s211 v < 2k. 2 ).

4g as /pt *th l

   7ts 2F 9 op S 7,g; ,ft,Cly 7K Jfii ;l t L1

IlHM K " 6 op lg ri7 X" ) op dl7F 1･･ il)

ft op ･liii{ Jfii lt ･,i{,,. X[] tl?k IJig i< F& b tixL K

op L-(!l 7i ( Sll. f7, ,1IiP, fi;.({] i]li,, k tEiCijil,

IC fi61 ¢li (!y ii/L t( uN Z) ,)i7 I])<･･ i (c IS ,2K

S<eb ucV 7J>) k, ik 9
,illl ftr 1" lp b i 0" phasianus coichicus,

Esg,Lg}2s}}iEoioius2j,g!t-E, ?" Sv' b- n c-h.amhers

{t2u"g!2is}2Ermt E.g!uu2g!:g2,psL2,;Loemmerr i, 1l2'L74

racica 7j'b t J2Iix 2ft 'III IJ ijIEM-, 1" 3

            42

i; e N" < ARng

i-'~ S9 Z/J pt hS' en

t ig 1b ucb

k ,-!×- Sei] 2,/j til 8

,t Y e iiti fi As'

. 1')iZ･iiiL , K" lc

    VN ( fj>t

 v '( , iii op 4(!,

    , lk tuk)

xg op stiJ

 x" 7 l< lukaop

 ? N/ tr 4 Ecnxz;h

iae, V?F'V

B;a!usj.sgla S2Uhg=.

 vh>.･ r.･,



5．各手重重九五への盛う殺実一験

　α．ニワトリへの感染

　盛染2時間彼には、発育の早い成熱擬嚢尾

虫は・叢誌Kま℃達，し！1いたかへ　大部分の成

熱血．嚢昆虫はまだ油壷にけられた．4・時間後

にははとんと“り成熟手疑．棄：尾虫は言忌におツ、

ケ数1‡†二面腸においても発見された・　こ4し

う筋胃およひ“す二二才旨月易’1い多1～見さ〃した．玉文’妄熟擬藁：

尾虫には何り形熊学的な変化もみうれ’ダ＼わ

す“かに鉤が工里余航し氏いうの3ナ1“あった・　6時．

闇イ麦には・ほとんどが回月影吝13ま’で達し1おり

、20匹9成熱擬嚢尾虫り）ち2匹が脱弱して
＼、　た　カマ、　ラ二面　与二1里，心力　1ま　：全二　く　みト　」う　〃し」「1’、　　の　す“カ）

に弓又，縮」里動をくソ返，ダリみ↑あフた．　：Z日目

に　は、　不目当数：0　小月易粘月莫面　き　衆り寓僅　し　て　吝周べ’た

が、ネ疑嚢尾虫は発見丁きナ、糞便検：寸尺よグ

した。　8日目の剖検においても同瑳茉1こ虫4本は

発見て“きす“、ニワトリ　＼0夕ぎ染は不成立．て“φ

りた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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　b．マウスへ¢）感’染

　感事後2時間での剖検丁’は、成塾ヰ疑嚢尾虫

は胃1（ま1・達！ておヅ、胃内丁’9脱嚢虫体は

発見↑きなカ・ノ　た。　ま．た、　虫イ、本内音戸0丞毒造，に

はイ可の変イ色も　み・う　’ん亨力・フ　た。　4、およひ“　6　0手

間後には、嚢ノ毛虫は小腸1“発見され，たが、ま

た“月彪豪　1　1　お　ら　す“、　2　あ・よ　てズ　8　日　孝麦9　吝コ検に

おいても虫イ本と発見ダることはできす1、ニワ

トリへの惑’梁実馬寅と同様に、　マウスへ0惑染

も不成立であ，た。

　6，成熟擬豪尾虫。智嚢．

　蒸留衣り中に遺託た10匹g成熱擬嚢尾虫は
、　400じ　中　1”　は　20分　4麦に　　1　匹　、　　：3　時…閉イ麦に　　1　匹

、それ㍗託全割（たが、それ以、後残’ソ9匹に

1才イ可9　変イ乙　右　み・う　訪し」ナ’，、　月彪1雍…　1‡孝1了4つ心し　な　カ》2

た。　30。Gでの実馬寅では、う時間に1匹月虹嚢し

たのけ’〔“あフた．　200C，／“は、　4・時閉後に’匹，

り脱嚢が〃う4したが，　そ0後厚全く脱嚢は行

われ，なか、　た。
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　O15％簡。£ラ：各f夜．中0成熱子疑．嚢尾虫は・　40分後

に匹、勿後4日澗の間に8匹が脱豪した
が、残ジ犀は∠4日澗後1訪・いても月膿しな

かフた。

　1、0％　～hCし三容・f夜中　1〔　お　い　1　は　、　　20分孝思：1こ　1　匹・

力ぐ月亥乞豪二と閉女下し、　〔3日手間20分了麦に1ますへ曲て9

成熱ノ疑．嚢尾出は月下還し、　そ0太部分ク毛のカゾ

2．一3時に月嫉内に月下嚢した。

　1、5％1物。£ラ容三夜中におtlては、　30ガ後κ2匹

力ず月彪嚢　 し　、　　そ　0　後　50ガ・¢）間に　　6　匹　力ぐ脱嚢i　ぎ　4’了

な．し、、　遅い・も01・・二も2目手階i10クゴ7麦1こは、　」ヂへ”

天脱嚢lk．

　2％〃hぐ6・餐三夜中て“は、60分ル（凶にすく’1てク

断熱．≠疑鷲尾虫が脱嚢し、それら0．ク」う、大平

凄文は　　50－40　分’　0間に月華乞嚢　｛　　（　い　る　。　こ　0　ラ（・験

よリ、襯0濃度が高く暢に｛たが・て脱
叢r華は高くなることが日月ラカ》ζなフた．（表

3，図34）
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「1．糸冬未宿圭イ本内にお1ノる発育

　2時間後・3匹り成塾擬嚢尾虫iよ、腺胃内
κおいス発見さ井し・たが＼　」彪・リワ匹．9成熱4疑，・嚢

尾虫は石少嚢丁’見っカ・フた．月泉胃、石打嚢↑発兇

された成熟擬豪尾虫は、いナれ，も盛栄時と同

じ’杁’態丁’あり，　ま1ご発1育は二女台し　幽（いない’。

　4日寺間イ麦・6〔〔・0’成烹冬；’疑．儀ノ毛虫1‡ダ て“1こ筋

胃に達，じ1おツ、3匹。成熟擬嚢，尾虫は腺、胃

にお、1（篤いどされた．残ソ1．匹は不日月π“あ

フた。腺胃においス発見された薦耕疑下尾虫

は、2時間後0ものと同椥こ何0変イ乙も観家

’Vきなか・たが，筋胃丁’発見された成i熱≠疑一三

尾　虫　　1ま　、　　1フ勺　豪　イ本　1（　あ　　る　ロ二丁　　力“ラ台多巻　な　　収縮　工里，多々

乞繰憾して捌揃立山二二嚢体と夕壕体
屑飼る音醗にあ旧観鍬v、榊拡力“・てき

旧い滅1構鑛泥戯〃う隷。
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　6時間後二　6匹の成熱擬嚢尾虫乞回収1た

。そのうう†二品目易にま’C浮し又㌧、1こものは

5一匹、残ツ1匹ば、また：’筋胃に6洛められた・

†二万福上音Fにおいて発見猷た成艶擬憂尾

虫は、　今匹力ぐ目彪毒心陥入1・（おソ、　盛二んに寸

評乞イ申長1ていた。　しカ）（与か’」う・　こ穿しラ’9

月耀虫体は諮’ご外嚢体乞離断ダう打臼チ

至，へい与炉フた。　2匹り脱豪i／1い与力）フ

た成塾擬同感虫は、その後、顕倣鏡下で’観察

中に評論1した．筋胃に♂ナ！うれた成熱凝嚢尾虫

臨4時間後9成熱擬豪尾虫と構造白勺に同様

物，た（馴の。

　12時｝昔1後・　ナ　ニ4旨月易下部，　ノ　なわ　う　室11易」ク

上置Pにおい／ワ匹の成熱擬嚢尾虫が発見さん

た・　これらの回りヌ、虫イ本はすべ1月兇嚢していた

．　こリウ1う5匹．はθト嚢体がし南荏脱されておジ，

』2匹はまど工高体が刈着し’1いた。　これらク

虫体は・肉眼ではほ一とんど茜忍切掴＼実体

顕微鏡でヤフと認めることが1曲きた。この時
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．其目0　虫イ本は　、　イ本長　5－10－55’0〃η　，　イ本ll醤　110－80伽て”、

¢．賠Pの人きい幼虫である。

　虫　 イ本1こ　 1；算　　ま・　た1’ナケ　1冒了う　0　 自註　ノ戎’　r、工　女台　 ～卸　 う　　」≠扇・　　イ本　後

端渚Pが外嚢イ本力・ウ肉荏れた紡果、イ本後端剖5は・破

愼し1捌、ま御鞭さ岨し吻い・内舶⊂
1才＝石　ノヌ〔　心当＊立　プ」べ亀と　　こ　　う　 と⊃い @こ　　う　　1く：　・サ」う　れ　 老1　4r呈ノ蔓＿　てい

、　1まと，くノという肖1夫t『いる。　また、　虫魚ク中央

お　よ　τパニイ麦　ブラ　1〈：　二二　　つ　¢）　人　さ　　ナび　：参亥　き．　も　　フ　、糸田月乞　力v噺み

られた。

　排ラ世管ば、頭部にあ豹及盤き取ソ囲むよク

に輪南欧・ており、そこかうそんそ嘱4本

り排ラ世管が体末端ま1“紹了！1し、るが、末端

部は不明瞭1“あり、巻見察卜いきなかった。

　2∠ト・日寺　間4麦　二

あ・た．

120寺　闇　後　の　　虫　4本と．　同三孝1の　　万多　熊　て轟

　2日目：　24・ロ寺間イ麦の虫イ本と同才柔尺、　肉目艮丁’

は認めることができす曲、実体顕微鏡により5
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匹’乞二多邑超した．　大きさはO186－1・24xOJ－o・257η〃〕

物フた．6・糊0虫体ピ礪に・縛は体
後部と比較して大きい．寄生状’ラ兄ぱ腸0粘

目莫上皮に固着し’ておらす“、　月易。柔毛突起の粘

ラ夜中　1て　懸垂　　し　一く　し、　る・　1（：　す　　き“な　し、．　イ本選立詣¢）石鎗

ネ員剖3はイ・秀イ夏され’、　≠てロ、禾と帯ひ“た形に変っ．てい

る　。　才ヨドラ世管；　は　、　　2牛9寺間ケ、麦　と　仁し草交＝　〔　〆て　太　　く　・　E月

瞭耀蘇猷た．また、1瞬間後と2時間後
の虫イ：本に3ナうσ・した大・形0禾年月巳もラ肖失し‘て畜忍の

ることは・T、きなカ・フた。，石、灰果頁米立は・、大部二分

頃虫イ本丁馳はすでにラ肖失している（図25）．

　　3日目：2日目0ものとほとんど形袖銅
じ’T’あり，人きさは2、5－3，2xO，35一ノ・1伽咽　て“あ

フた。些末端部にはわナかながう雛が生じて

、、た。　　・

　　4日目二腸粘膜の柔毛間に頭部乞八入させ

て寄生　して　いた。　体長1ま3　日　目　と比較して　急・

速1こ発葺し　1　おソ　、　2、8－6qx1、2－1，5ワηηと　与＝フ
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た。豆負音Fは糸田く与り、　逆，にイ本後：方力ぐ昌彰うみ女台

め一（いう。また＿二段吝Pも形・成’されていた・さ

う　 1こ　，　25－30　イ固　の　、　　片　 師　 の　原　f形　と．　毘・　わ　4し　老｝　一皮

もラ見4フ敢、てきた（図26）。

　　5日目・小腸内に寄生Uい勧力釦ま容・易

に肉目艮的1て言肋ら㈹るようになソ、三体。長

さ・もi2－25’mηり、　片’彦㍗¢）才黄イ：蚤も1，〔3－2」9η朔に二ま・て“

発育し、　そり天文’も、　肉自認白勺ll（言，鴛めう嵌ノる片篠ア

の3ナT’・t’40－60イ固にζ圭，してし、＝る。、片節「勾¢）撰

造，茎3ナると：、　イ本：末二一0片忌て“は、メ青巣．カベ丹多，成’

され’（おり、　糸勺15－20イ固が畜忍め」う承した。　‘卵巣

はかナ」：り日月日寮となジ、　心裏冬与卵糸田月乞か，彦忌め∋

託、卵黄月泉もわす・’カ）ながう認めら耗るよ」）に

与フた。さらに発育の産んだ片即て・，は弓一宮も

みう九、ま．た貯精豪0原墓が’形成されて㌧1た

。　　ま・た　．　片　営ア0　7乏多態1まヲ麦立窃紡（力寸1、　そ　4て1こ、待乞く

片恥前端音P幼掬りに暢（図2ワり．



　り日且二虫イ感心さ腐6－69備1古い体

長1堤速に伸長ほいる．・また．片節か’樹杢

1，5鯛以上に達，した虫イ本もみうれ．、多負部の・長さ

毛　1．5－2、0伽朔、　当節三文も　250－300　イ固　と　丈曽カロし　て

おり、精巣・σ陳・σ1隔月籍が兇成した鰍

昏昏が大部躯占め一本末端。牌丁，は副与

官柵嫉心一傾内乱以細面虫ヵ幅出し
、老、塾片師を廟する虫イ本もあクた。　しカ）〔な

が’ら大部分り虫イ本ぱ成貌・片笥1芝有するま・で発
動
　 1　ス　 い　る　 （　図　28）。

　9　日　目　二　虫イ本の長さ　は　『q一ゆ2伽η、　片　節萎文も

280－　368　イ固を萎文え、　6　匹，の　ラ　コ5　5　匹．に竜勢片

節琶認り、禽荏節直前の虫イ本は4匹6忍め」う耽た

。またこり時心月1くなると、片窟ア¢）二三イ蚤は増大

せすい、イ本幅の麦化はけられない・

　10日目：．虫イ本の長さは150一・｝80？η”7と．なニリ、　片

節萎文は最高4q8イ固芝斐父えた。　5匹の虫イ本が発

見さナし、　そのすく“ノ（に婁老、熱片節セ毛っていた。
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　12日目　：　虫イ本の長さ1ま10El目の毛のと’に眞と

んどカ》わうす”、1宅、しうそれ，よソ小さな虫づ本も

発見さ”し，イ本長は／4・5一ノワ6gη切　て“あっ　た。　また

片　節　も　486　イ固　を蓼文え，、　　10日　目　と　ほ　と　ん　乙騒’同　じ

T・あり、　r勾部の形熊にも特別な変化、は3ナニ54し

ナ」：かフた。　し力）1なか’ら危熱片節萎文は10E1目

と比較し1勿力）フた。

　151ヨ目・　ケき1染12［ヨ目の1虫体と同才i柔で”ある（

図2q）。

　以上、イ：本長、片底数：の発育L旦オ呈は図35のよ

う1こなるゲ

8。片節排ラ世まで。ア樗日数

　威’熱≠疑．嚢尾、虫ぎ2イ固感染させたウス“ラ2羽

のうち，　1羽は惑裂不成立に終り、他0ノ羽
／

は6日目よツ月’師左≠非ラ世した。　」5日目の剖ノ検

によツ1匹の1戎’虫起回収した。

　5イ固　の万文熟擬蓑尾窒　客　惑柔させ　た　2羽リ　ウ
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ス・・ラ1よ、　そ穿しそ“躍し感’染イ麦ワ日目および’81ヨ目

力、う高師湯手非ラ邑し、　15日目・（ク苔」才寅により、そ

れ，そ“れ，、2巴あ’よひ“5匹．¢）成’虫と回η叉した。

　3羽のウスラにそれぞ網0イ固0成熱血豪尾

虫と感染させたときは、　15日目の剖才灸によツ

、そ綱閣’れ、ケ匹，6匹および4E9成蛙
回り心した。　5与いし6匹が’能う夜1スいたウス“

ラ　一↑　は　　10　日　目　よ　り　　、　4　匹．ノハ“チぎi染　し　ドて　い　た　ウ　ス“

ラT’は12日目かう楽節0≠非・世が’み一られた。

　20個の高熱凝豪尾虫0夕球乗こ脅》T’は、　2羽0

ウ　ス“ラ　カ》う　そ　〃し　そ“蹟し　6∠ち・よ　ぴ’1ノ匹　¢フ　成’虫　ぎ　、

15日目り剖三徳によソ回り高した．肩平方トデ世闇畠

　5つイ固の万文裏君≠疑．嚢ノ毛中、三盛シ疫させ：た2ヨ三1のウ

ス” @ラ　『い　1よ・　　2　→ヨ　と　も　　ら　日　目　よ　　グ　　ノ寸　笈ア　0　手証〉世　力二

一：自ま・フ　’てわり、　15日1ヨ｛98二！」ン検／i・’にレ、　ノ8匹． とzノ

＿〔巨＝り成’謡言回，1又し1こ。

　万文熱才疑嚢・ノ毛虫をウス“フに盛1）裂さぜた1一合、

総牌り排・欄始日は、最七甲し蝪合で，6
日目よ，リ、L屋，いノ：易’合じしIZ日目には≠非三世が’δ忍



められ，天おり、乎均臼日ロよリ片彦アり俳1セ：ノバ

開せ含さ幽しる（表23）．

　以、上のウ入’フ条虫・ク発、育史と図示するヒ，

図54．55　の、卜♪1（与る。

〆
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論 へ議

し

、そ

に凄

験に

幼虫

い。

bothrium　erinaceri

下に

早い

て毛

。し

間と

てし、

差の

れる

条虫体内1・，

〃し力v’受メ1吉の戸　と

て“発削るこ

よヅ半1」ロ月した

9発育に関ダ
暑：老’　（19ワ2）　1；；仁

　　　　　　　　　　　　o

り1本内

垢己の実験

おいて虫叩芝

平筆1“は

口厚目に　　1

プP｛与がら

上彦己の糸勺「半　介

　　　　　　　　　　　！

る。この六

あうこと

・り発育温度

湿皮は40一

　　　　　　　部度と

堵養後

は八鉤幼虫1

　　ケ回

　　鉤幼虫完成ま

り原因と

の戸粘力二成さ匹卵与がて“き

なリ、約6日間1い六鉤幼虫

とカΨ、ケ回0巻二二．およひ鱒実

。円葉条虫類におヴる六鉤

る飯告はまフたく〃うれな

、マンソン裂豆負条虫Diphy11。一

州叩と便用し、　29℃0温度

ナ音養（た示占果丁は，　発育0

　　　9日目、遅い鯛ヲにおい

　　　　　　　　（丁丁発育しスいを

　　ク些＿り虫甲は6日
の日数’三六霊山幼虫か’完成し

　　　　　　　　　　　　TO所用rl数に

　　　　　して♪欠1の21ギ㍉カぐフ参・え，う

0一目建一一ジなわち、　ウス”，ヲ

420じ　と　カ〉な　ソ　高湿1“あソ　、

は〃一’5．しの差力吻ること
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これ，乞イ也の鳥襲名寄生の条虫り場令と比転：プる

と、」匹・皿LK．おい1は15　El（Jones，1936）、　方f多条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C

虫丁唱ワ巳檀原条虫1いは1・ノ目（沢田■捌

と事由されてい翫橿原条虫と除き・4也の3

謹の条虫㍗は六鉤幼虫か．う、湿熱擬嚢尾虫まで

0発育：期間は三内2週，間であフて、プド常に短期

間にそ0発育力べ完］する．　この発育其月間の長

押叡各条虫の鍾類による差といクよりも・

宋験財9気謳」くあて左，るされ、短期間て“あ

フた例1“は、いナ耽榎期K夫験が行わんて

いたことが原困と論考例κう。

　　本家虫0昆虫体内における発意過一程にハ1

rは、沢田四56α）力嘘原条虫．C循嫁鹸

結果とほぼ同篠丁吻、て、虫体0形態につい

てもほとんど差，は（〃’られ、ない。　誹た、近二承家0

竺・lucidaとヒし較多5と、嚢体彦戸とイ申そ支音戸（イ守来

の頭音P）0との間0くび嘱施・C・turnix　1“1よ入さ

いこヒ、石灰出血0出現時間が、11．、u。idaの’詳

）力“旱いCとなどにネ目産力“」プ1うれる。　さらに

成鮒瞳尾虫0人き． ｳ丁転・ucidaのほ）紳
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や大．き　いこと嫉と“力ぐ加ヨェ童濠、と1　「丸あげ’ら　れ・ζ）

．初杷の条虫の成鮒糠尾虫とのじし較1よ・

砺ξo甜究。論議のL鄭述べ’r由る・

　　4中間宿主体内におヴる六鉤幼虫の楕ア狩は

　、まフたく謎めうれなか・た．また中間稲主

イ本r勾の　寄生音Fイ立は人音P分り髪　虫が’月夏月忌内　㍗め

って、ときとして鳥脇僻1り発見さ庶
　が、その場合0寄生孝は数ハ㌧セントにすぎ
　与　い。　また　、　こ　回しう　0吉1∫イ立力＞」う　発；見さ　躍しん擬

　曇尾蛍ぱ、　虫体．もノ1＼さく、未事案’ヒあるもりか馳

　タダいこと与と“かう、中1’lyl玉垂イ本内にお1ノづ好

　蓬L寄・生畜P4立は腹｝栓1・めリ、目高腔と」宮居P凶の寄

生1謎、入Kよ論りと考ん弗一本丙煎鍋

イ袖んなし1と都う’卿唾当丁あ乱こ0こ
、とに関11は、4也0矛皇美負の条虫（ニワト　ソ0

条虫絢’も同様吻多・’

　ら．本　条虫　の　自マ～ミ糸づ≦、ノκ7宕：IE　は　、ク　ス“フ　た”　ヴ’で㌧董）

る．麟、寄1生が確認されてし、う0は愛知県
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とばほ“ノ多文し、三尺田の幸艮皆茎裏イ寸ヴた。ダな

わち、堰芙負デ農度が’高くザる・に1たが’い・速ヤ

カ・に瞳がおこり1急減7k↑1叡ほとんど脱

藩なカ・フた。このことカ・う本条虫訴束講条

虫と同様1｛擬豪尾虫の脱髪機転0要困として

、心添圧1才塘ヅ皇要な要因。一つ1”ある・

また、う三度。月二世乏に支記する景タラ響にフいて0幸反

割みうんないが＼ケ回り実験力〉う温度も汐

ケ関イ系があることが判明した．　ケ回は、消化

酵素酬糠1こ及1錫影響につい峡二二行フ
ていないが、Edqer（・94・，4・》，　Read（・955），　Sc・tt（・9・3），

We・e・（・932’34）らは種々り消化酵素左用し1て、脱

勧影響に川1実験乞行・てし1る・これう

のことかう、虚血を起こさゼる要困として、

ラ参透圧温度、ラ肖化酵素＿終末宿主9生理・

成熱弓馬建豪：尾虫の生∫里なとカベ糸餐合白勺にイ動いて月回

心を起．こさせると山足猷る・

　7本条虫の糸冬未宿主イ本内におりる発育は、

成熱擬豪尾虫窪染後瞬間1帰llこ脱憂か完」
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＼

　　　　　β
・　　　　　田

　　都　う。片

日目頃よ　リ始匪リ

様に、急速に片吉

島節数はワロ目に

230－　368イ固、　1：∠日

・　成’藍寒片節1凄4－5

彪熱電節は8－10

（・94・）は、穴崎生

thri㎜latum　1い、ラ尺田

し、　そ　の　彦13イ立はナ　　　　　　　　　　　　　　　　　月払憂

た幼虫は、戦後す　　揚軟鋼　酷
む、腸の柔毛突起の粘夜中　懸垂　　おジ

盛し染3日目レ負よリ、　月易、粘目莫に付着す

に与る。　こり所見は　　　　　　　　　が’才　原条虫

心術つた実験糸課、と　　　　装3
↑は、虫イ本はほとんど㍉成’長　　　　　　0後

・片面排泄閣始よ．c’o期階］1急速■　発育す

ことヵぐ半り日月した。　し　　　　　　　体’長　 体中

の成長速度はか与うヂ　　　　　　ナ
　　イ本　ウ　　　1凄　イ本　・｛支　　1よ　　とノ・　ノ魯　速　　’　　1ま　　ノえ又〕　長　　　　　す・、

発戸　す　　　節お　ひ・生殖器官の形成は

二指月易上唇F1“ある。　　し

　　ぐには　　　　　　こは　　　　亡

　　　　’　　に　　　1て　　　、

　　ノ1・　　　　　　　　うよラ

　　、　　デノ寺田　 （1〔ヲ56＿）　　　　豊

　　一致した。感　　 日］ま

　　　　　　　　　し　ナ」い　カ、覧’、　そ

　　　　　　　　　こ　　こ　　　る

　　カMながう、　　と　畠
　　　　　しもレしイ直せ　、　毒し・しう

　　　　　こ　　　　　ヒ　　、　示麦↑曼与

　　よ　　　　　　　　　　　4

、　＝そ0後、 イ本長のノ曽人とi盲】

・生．殖器・ク万多智があ⊂　含。

1，真　Z50－　300　　イ固　、　　8　 ［ヨ　　目　 1こ　1ま

目には4δ6イ固に達（天おジ

日Lゴ1こ／チが多ノ戎’さ九1，；仁じ’（り、

目凱陣には完成つる。Ward・・

する広彦ア裂頭条虫2＿
〔　i956）　仁t才：豊原　条「圭、　1（：　む　い　て



循主イ本内　に　お　1ノ　合　、成’長　K　つ　い　て　幸反皆　し　て　い　診

が’、　それう0敵竹によるど、　感乗イ麦200前イ麦

に、虫イ本の長さおよレじ’虫イ本り重量カザラ改∫成㌧iプ6P

と．され，率いるが＼本条虫においては、爪びく

とモ、ノ5日問9発育糸≧自、塵Ll覧’1よ、　このよノノ」．ナ尼笏L

はみ1うれなカ》フ　た。　ま・た、　老心片節りかトラ邑は

阜　㌧、ナ：易・合’『’1　6　〕　1・1　よ　　リ　、　、遅い　先易ノ合’／q　毛、　12　［ヨ　］

には謙され、乎’勺8一臼目』レ。ある．また片

駒排泄瞼台輪凄、感染幻本数により差が㍗

られ、感メヒ虫4本数が少数の場合に生節才非虚心

始ピが甲い。

　　臓のことカ・う、本内1獄迫力・う六出ま

／“の媚ア／囲期間は、散も￥い場伽こzo日、

遅い場合には約40U㍗あり、平均1ヶ月前盛C

全生心史が完治する．　したが・，天、　こ0⊂と

は複信鳥細↑1よかなジ￥1、周期。、本条虫。

弘液が繰り返さ嶋こと鉢唆lu陽。特
に六く烏扇男0発育は気・量に」一ソ、発・育口数に

差ノ1、あり、波辺．（1q68）、Ilyngmanqq58・），v・9・（ノ960），

Voqe　＆　Hyneman（1958）力Y’こ　　の　　こ　と　　1（：　つ　　t　l　て　　幸反、告　　1　’て
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いる。　このこと1よ、享烏含1フ勺1こおげる，本、：i条ミ虫¢）

も考えうれる。このことに関1制よ、r携

、

ノ
’

亀
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皿生態に関する’研究

　ニワトリ0条虫の奪節的な寄生華の麦勤に
ついては渡辺uq68）、戸田（1q52ら551』cO　55360）

などが述：べ”（いる。ウス“ヲ条虫においても同

」様9変享力カベあることが判日月したが＼　その原因

・にフい1は全く研究さ糊いなし1・こり変勤

を起こ醤因を角輔殉には次の四つの面力・

う雇三二乞行ク．需要が’ある。　すなわち、　1）．外界

に二三された片品と釣戸（六鉤幼虫）の生態

に関すること、2沖間宿主と初体内の擬高

尾虫とに関するこ乙13）中間宿主のラ縫れ終
：二三．圭の才甫食：との関づ泉、さらに4）糸冬末宿主で

あるウス“うと条虫に関することなと“がロ月うカ〉

にさルしなウ〃し1よなうな：し、．　さらiこ、　これら9

事がうに関殆閑特支酬スし、うものに自
然’の環ゴ寛’条：：づ牛がある・
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　　　　1材才斗および虚威

1．ホ才料

　感柔実験1こ便用したウスラ、昆虫および9条

虫は、　：発育　の石山1死に　おい　て　便用　し　た材丞斗こ　同

ヂ蒙の・ものて“ある。

2．実馬灸方ラ去

D成虫に関す5実、験

　（L．実馬灸駕i装ウス“フにおヴう芹節チ非デ筐¢）消長

　30日齢¢〉雄：ウス’Pうにそ4しそ．》し5、10，20，50匹

の成熱擬嚢尾虫茎投与し、他ヵ・う0感染乞受

け’㌔「いよ）に、　1牙一］ダ1「つワρ一シ”ρ勺’（，・官司育し、

層感’染後6日目よツ午前8時30かに全糞便ぎ株

取し、糞便内に排把された老熱比湿と数えた

・ウス’1フィ本内¢）感』乗条虫数け、感液後100日

目に彦甘族し、　回外又虫体芝父．により三犬定しノこ。

　ち．糞イ更中の片即≠非ラ位の日岨生生

　30日歯金の　15牙三1の，あ佳ウ　ス“ラ　に、　そ　才し　で承ノ、成熟

手疑．蓑尾虫　ぎ　2，10，　20〔！L≠父与　し　、　そ　乳う　リ　ウ　ズ
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ラ乞1門司す’1つケーシ“に．入けし’（百司育し、　慰兼後

20日目よソ、午前6日手よナ2日糊ごとに、糞
イ更中にヂ非デ筐さ4した片節ぎ回身又．し、数えた．．ま

は　一括　し　！（菱文え、　こ　の　間の　2　時　間ご・と　の　5周査：

は行けフ与力・・　た。　実馬矢矛冬」7麦．　ウス・1フ名望オ吏、

し、本細崎蝋茎調ぺ，た．

　2＞中間宿，主に関ブ5宍憶意

　　α、鶉’告内Kおヴう各種。昆虫。生見数、’疑

数

　毎月10日ルk前に、本条：虫0砲茉：が．確一驚さ一4し

天’

｢る添字飼育室内に生1息ダ多昆虫き孫黒し

た・粥又場アケは、昆虫力眈牽文白物く生口て

し、そ）糞受板¢フ裏三イ貝ゴ茎去と　し、　糞受．板0挨．査ニオ1文二

・麹権叫80撫した。示し観虫類は、
研宛室に彬リ靭、勧同定，と行フた0う、
種芙貢こ“とに吉f萎文し、　汽のイ麦ノ匹ヂ・フ、　Ol　85％

生理館勧はいフ’たヲ釧皿内てつ桝凍
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体顕微：鏡〕下　丁二流農尾　虫を渉灸索　し　た。

　b．チ疑豪ノ毛　虫　¢：）　実、鹸臼勺感’努こ』茎『ノ度

　人工歯台したパフヅ一霞ツオフ’1シムシ20匹

芝2日間絶食させた0ち、昆釧匹につし1て

レ4個の老熟寒雷芝摂取ざ辻、そ0後は30℃
の肩息夢’戸心内て“官司育し、　50El後につ・丁こし、　月夏月室

内にかられる万一嚢尾虫と検出し、惑極数曲調

へ“た。

　G．擬豪…ノ毛虫　り　昆虫4本内　に　お　げ　る　生≠｝其月間

　人工飼育のハラデ［］カツオブシムシ之2日

1矧糸色食させたの．ち、老．熟片節3イ固事摂食させ：、

30。Cの卵考・の戸器『“官司育し、　2．0，30，50，θ0，100 お、よ

ひ曲120　日イ麦にこノしう昆虫　芝つ’∫ぐし、　プ本内の蒜i走．

嚢、尾虫の生死を判定した。

　d．痴情擬憂昆虫嘱染力

　上吉己と「玉矛羨のカラ去て“官司育・駕梁させ：た昆虫

と、　感茉：イ麦、20，40，60，80，’00，ノ20　日目1こ　つ，∫ぐし

・腹腔内に寄生していた成熟4疑．嚢尾虫を取り

たジし、　卵穿イ乙後：50日歯塗¢）尤修ウス“うに　1ヨ司当たり

20イ固す，つ才笑与した。さiうに、　’201ヨ示蚤過した
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比熱擬嚢尾虫については、別のノ羽のウズフ

に50イ回・1∫と与・した。　これ1う0’／∫と与したウ入’フは

1ヨ恕す“フケ’ブ’C’食司育し、 ゲ旧染オ麦！5日目1こ｛碧

ジ検し、条虫の寄生イ大’ラ兄客δ周N’た。

　e昆虫0生存日数およひ“飼酢温血による発

畜の差異

　5月にり酵化し、笏1回の脱皮ぎ完了したハ

ラジ’ロカツオァシムシ0幼虫50匹．悪女、験室内

丁飼育し、これら0昆虫がダバ’1自然死ノる

まて“潅見索した。　また、　ハラジロカツオアシム

シおよびトヒ“カツオフ”シムシ¢フ虫叫ソき、　わの

おのノ9ノノ5、20、50，57。Gの三温1度条イ牛虻℃飼育し

・成虫に暢までに粥う期間乞諺い失．
　こF．昆虫食歯育温度によう六金句亥力虫。発育の差

異

　各Fl別に、ハラプロカツオァ’シムシと2日

問明色食ざせたのち、本条一紙¢）：老亨寒片節を2イ固

摂取世心内廓飼育し一〇畷より昆虫
をつバぐし・　1さじi菱零・擬＿嚢尾虫ノ」べ発見さ〃｛ノた月手鳶、ま

でり期閉と、六鉤幼虫力・う成熱擬蓑尾虫まで
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の発育其三間とした。

　曾，各温度1三条イ牛下におりる昆虫。片節捕

食状泥

　人工飼育したハラデ〕カツオノ冷ムシとト

ピ1カツオアシムシ（ク成虫ぎ2ロ閉示邑・食」巳た

のち、　直7条20切mの小シャーレに1匹ダllノ入4し

・そり弓η磁熟牌陛1個すつ置き、こ糧
10，20・50，40．GO各湿度条イ牛に保。た暗室お

よ　び日月室　に　そ　れぞ承し置：ぎ　、　こ　れら　0　昆虫　0片

節下取状三兄乞田見察した。

3）終末宿主に二一実験
　α，．条虫の生イ手三月1背1　1

　3三三の30日歯金4）雄ウス“ラ各・5，4，4了イに成1熟

糠尾蛙蘇ぞ粕0，20，50づ附喉与し、
再感1染が㌧走豊こ　う　な1い　、弁　ソ　1こ　ウ　ス”ラ　乞　直司育　し、

感、二承二後　50　日　 目
　
よ
　
ツ　　150L」L≡1覧；仁　て“　糞イ史．　rヂ　1こ　 ノヲFラt竺　さ

れる老熱片師および曳イ本と荻：査し、虫イ本およ

び老熟聯の挑齢イ亭止した日捕よグ釦後
にウス“ラ乞剖・検して、 虫イ本の回1ノ又乞行い、虫



イ本の生存と確訪晒した．　まに、鷹二三伍0　0と

ノ経L畳　し　て　与　お’片　節　と　〃卜三巴　し’ス　い　｛）　ウ　ス“ク　に　フ

し、一τ毛，、 その5日イ麦1こ音’」渉寅して虫イ本の生存と

言周’N’た。

　b．ウス“ラ¢）臼歯金と虫4本0人きさとの関づ系

　ワ，10，15，20，50，55』1歯金0湾盤ウスuフ告2イ弓リ

ィ本重乞ノ則定．し、　そ。直，イ麦．にll．」干たソ成熟・凝

毫ヒノ毛虫10イ固乞・投与し、　喫ぎ・メヒ後15日目にウス1，フ

のイ本重と三3～「1メ圭二した0う彦llノく惜し、　陸1弓又1去イ奏あ（あ・

よびウス亀’うの小月易¢）長さぎ翌」定した．よた、

成熟接護し豪ノ毛虫盛う二日寺（クウメゴノ0小月易ク長．さと

し　1　は　、　同　．．一　』1下金　のイ也の　ウ　入’ラ　リ小月易4）長　さ

乞r則定し、　その．平ナ『1値9便用した。

　c．実験感凍におり⇒虫下、回収イ人㌧兄

　30日歯塗のゑ崔ウズ“フに、　成藍些ノ疑嚢ノ毛虫と二各2，

・5，10，20，50　イ固す’1フ・ナ交与　し、　一再施1嚢り起．こ　う　な

いよ　．）　に　奮下半　し　、　感らメこ　ノ5Ll目　に　こ　ψし　ら　リ　ウ　ス・

フ区剖ノ灸し・　楓〃卜萎文お，鼻い・’盛；夜率・を調べ・た。

　d．ウス“フ¢）此荏箔僅によ6豪ぎ染オ夫’3兄

　30日歯喰の雄ウ入”フ　ワ了二1、　此霧ウス“ラ　6ヲニ1にそ
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れそいれ’20イ固　¢）成熱ノ艇嚢尾虫　≦　1女与　し、　　1　イ1ダ

りケープ内て割育し老瑚節〃芦泄開始日と

よ聴染辛ぎ調べた。

r

、



～
、

73

　　　　調査および・実験結果

1調飢行フた養鶉場の環境

　些…turnix碗染力W砿た養鶉場は一舞ロ
県豊橋申の山麗の小6↓也上にある，享鳥舎は系勺

660切2T＼三つク飼喬室」：リナ」ジ、各飼育室

1ま壁↑∫克さψしている。

　第一室け卵手詰彼2週，1晋1までのウメ1・，フ0銭司育

場↑あり、室内飯は三月寺307350Cぎ保・ノ（
い　　る　。　　こ　　の　食司　育　室　　に　　は　、　　タタ萎文：の　　甲　咳　芙負　　（　ノヂイ

マイコミムシダll／シ、　トじカツ，オア’シムシ、

ハラプロカツオフ㌧ムツ、プンサンシハIIムシ

・　：］　ク　ヌス　ト　）　およ　び覧力薯1類0成虫　お　よ　び馳幼虫

が生鳥し置【い含。　この笏一飼育感じはナ見直崖

↑のとこう・　条こ虫の鷹染1ま♂ナ5逸しな旧い．

　第　二＝直司肴　室　0　室　内惇　日記　く　、　一フ“ロ　イ　フ　一　用　り

払荏ウス“うの3ナ乞食二二し1いか。テ監度は年平均

250GT＼ラ1斜度i‡高く、拝乎均85％↑あ否。　こ

0食司育室に　惇ヰ重々　0甲虫　・　カ…　　ワ　モ．・　ハ　エが

ダタ凌文」プウれうが・笏一飼育室と同糠に、条虫
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の二子は」ナら承し与い。

　笏三飼お室は面績う50がr・あソ、第一飼育
三二1・・2，避L貯］倉町育　さ　穿した．雌ウ　ノぐ　ラ　は　、　こ　の　拓　．三

食司育室に千ろ1さψして／星ψ戸け・1ウス・フとして，界勺1加

年間飼育さ齢勿御廃烏巨」含．こ端
三飼静0温皮揚ひ下洗図36に示すよク
トこ　、　　冬営月i｛　　1よ　三温＿ノ峰乏　1ま　　20。G　 近　く　　　ま．　てい　下　 カマ’ @ツ　　、　　ま

た夏一月は50。Cl人上に達し、　冬二月と夏期と1・は

ゆ。Clス上のデ盟L皮差が’みうれ・る。　ま＝たラ星ソ庄は、

冬其月および夏其月に高く、　、蕃．二月お・よび秩其月に’低

い・飼育室「内は、両イ則（南北力向）に窓が’あ

り・夏期には開け放れ丁おり、冬期には常時

、閉鎖さ煽し1る．昼間は齢1採光丁あ5が
・　亨鳥舎　の　中　央　剖5イ寸　迩　はノ昼階1じ，も　仁し車文向勺ロ即し）。

夜間M才・着・色継つ1プ、鰍民間は三二ヅ

午前臼蒔こうまT’T’ある．

　天井には才笑気・扇カマ装備され／iおツ、　常時、

換雛行…いる．こり第衛輪室に簡ハ
ラ　シ“口　力　ツ　才　フ“シ　ム　シ、　ト　ピカ　ツ　オ　ア、シ　ム　シ

・カいイマイコいミムシダマシ、ジ、ンサンシバ，ム
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シ、　コク又スト、　コ）＜ノコ覧’ミムシタ“マシ・　ハ

ェ、ガ、クモナ」と・0成虫お，よげ幻」虫んv』生魅し

、これう0うち、ハラプロカツオァシム仏

トピbカツオア’シムシ、　シ“ンサンシバ“ムシ1　コ

クヌスト，コメノコいミムシダマシ0腹腔内に

は本条虫0才疑蔓尾虫が認められた。

　ウス“うの食司育には、’つりケージ’（loox／5x

4・Oc切）　ぎ　中　央音P　T　区　仁刀　7　’て　二　つ　　0　音Pノ屋．　と　　し　・

それ・で¶註しに’54司す“っ、6rl∂0ヲ刃のウス“うき〃又廉

し　《　老）　る　。　こ　の　り「　一　プを　8＞β気、　6　〃」並へ“て　　1

ワージ君子とし、　このケージ凶手が20列あり、系魅

奮司肴菱又1；L斥勺　30、000耳／　T1あ　る　（　図　30）。

2，成虫に関する結果

　α．．実馬タミ麗栄ウス“うに　おヴZ）片節4非ラ世数の消

長

　成熱擬嚢尾虫三栄後100日間1こおヴる月節

排ラ世リラ肖長1よ一匹り象1犠柔1”は、ワロ目

に櫛。排ラ垣が轍台され認梁イ麦20のTは
4非ラ也二坊　即萎又がゆ　る　ヤか1⊂ナ曽力ロ　し、　感梁イ麦40日
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目　に　お　い　1　　ヒ。　一　　フ　　に　達　　し　、　　そ　0　　イ麦　20　日　1廿1はラ威

少iタ5／J’ぐ、　つい1’馳再こズ堵｝力［∫し、　ワ0〕目におい

て署20ヒ。一クに達し、そ1ん以後ぱ俳殖ハ節

数：は急・敷に載少する。18匹0条〕唄が砲忘して

いたイ列にあ’いては、　感＼身ミ後q日目よソ片彦予¢）

排・世が’間・始され・、50日目まTは4非三世片紙数：が

寸曽力ロ　し　、　　60　［ヨ　目　　1こ　至　　ノ　　て　二二’ψ『　し　、　　ワ。日　　［ヨ　1二　1ま

再（ズ増1：カロし、　その後は急粥文に滅’少した。　また

、3匹とワ匹の家、聴染例0排・囲彦微の消

長におい魅上と購の傾同か｝けうれた．以

上幟鋤・う廃細1体数0違い1こ拍俳二
二の1肖長と揚と、寄生虫体教0高高にカ・

力・樋す＼蘇ワ。田図は1櫛の｝ヲ命数髪頭

激に滅’ケし1いか。感沢彼100b］0図板1（よ

フ〆

伽1め，に．

　b．片翻トヲ世の’日岨期性

　表．7，　8、　9　　、　図　38，　：39，40　に示、す　よ　，ラ　に　、　’

匹・および2匹の少数四生例丁のノけ彦戸≠非ラ世には

日躍脆力坊うんた・捗のち、／助クう
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最も：紙数0片節起才非デ証した時二亥llは16一ぼ時9

1誉』T’あり、　条宏1匹0寄一生’伊」↑魎は、　こ0日｛キ間

帯り排’巴片節菱ヌ：は1』ゴの全，1ヲド・セt乃節数¢）4α9％

芝占めてあジ、　〕比い℃噛18－20り手OZ1、ワ％T’あ

フた．誹た＼最もノう節排デ世¢）少ノ」／Pノた昨刻

は　　20町｝よ　　ジ　　翌　曹月　6　u寺　ま　　了”　0　　み5％　’｛い凌）　フ　　γこ　。　　象

虫2匹9寄生例丁も、ノ匹0寄生例とぽぽ同
ネ兼の成二三‘1“あノ　た。　享た、　ノ　〕4フ全力岸配置あ（は

ノ　〔三　寄　生　φグ」　’で1　こ35一　∠先（）ナナ　節　、　　Z　〔匹＿　寄　生イク」　（り　に仁　28

片節㍗あノた．　）欠に4－6匹0条虫が盛こ染し「：

いるウス“フ尺ノいて・〃Lうと，、　高節）才ル；世二姜文は．

ノ匹一2匹．盛メこイタ」と垣」、ヂ至1こi6良｝よリ」8日手の間

が最5タ↑あッ、この間0≠非ラ七山節孝文はノ日0

全撫世数の鵬知汲硫．♪尺いてコ瞬り
20日よ手　ま　1し’　0　2「1・1　‘ン6　、　　14時よ　 リ　　’601子　¢：）　1012　；若　り

b偵↑’あり、　6時よツ8時1におい1は・わナノ」ンに

0・4・％にすさ“なカ）・た・　このよクに、寄生数が

勿い場合は一　1－2匹感染：例1こおグる最少方

節才非ラ世時刻とは異与・たぶ吉果、カベ得られ．た。

　）穴に10－16巴の纏父条蜘寄生の、結果で始
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、片節の才非池数が最も名9力）・　た0はよ：記の，結

果と同様κ、　16－18時の間 じあり、　こ0日手間

帯におヴる才非ヲ世乃即数は1日1ク全κ節1かラ僅数

940、1シ6に達し’てし、そ）。　こ回しに次し、て”：汐し、0

は、　6・巴工犬下の寄生イ列と異なジ、　！4一’6日手丁8

あり、この崎亥リでの排ヂ回数の占り二割・合は、

20、60丁丁’あノた．　また1日4フ最少’月節⇒非テ世貯

列は6－8時9α9％Tあノた。
　ノ　　［ヨ　¢）全　≠非デ世1片　　節　妻文　と　　感　ヲに　虫　体姜文月甘　に　み　　多

と・妊の蘇曾て’コよ・条虫1一当たツ23、5

－26，8片節’ヒあり、　5匹．の条虫盛’衰イ列て“は．

216－26，8κ節、6匹0条虫寄生イ列においては

，g、り片節1“あ，た，さうにノ0匹寄生¢）ノ易’合で

1才　21、6　月1菖ア｝、　　12〔〔　寄生イ列1“は　 20、8　ノす　節　、　ノ3匹

寄生1“は181ワ月師、件匹↑は13匹0寄生0場

ノ58匹丁吻・た。こ硯クに一6凹衝生例
Tlはノ崎生例と比敷して、董肪」二品・朗

節数丁’あグ・寄生数：が1勿数に与’るにしたが㌧

て1日の坊節排・圧数が少なくなうイ頃向がみ㌧う



れに。

　　c排デ囲即およひ“虫体

①．≠非デ世片節り　生民

　排r世された片餉蝉貞節0場合ノ」点く・4

－6片・節と連続してし隠場伽チ少悪い・排泄

後0坊節は一種0蠕勅運躯亡し嘆硬嫉面
を無定に這，いまのり、糞イ更噴にゴ替入ダ∂もの

もある．学牌塑易合、埋勲はます噺しし離
断面、　すなわう頭節に近，い方向にイ申長が起こ

り（図32A）、宏至ソ大の運一動1をして前進する（

52図β、C，　D）。　〕欠に後端1音戸がイ申’長し、逆に前

端部ぎ後志に引さ毛どダ（図52巳1＝，θ，H）．

脚との境が不明瞭に切、あたカ・耐脚
りよ）に見え6が、二又縮ダ5　と七節のち琶界承呆
　

におい又、　活力0ノ寸震ア」カベイ麦方0片即と覆ジて

・イ則斥ゑが’鋸歯り穴になり、　丹節0境が，1’・V・明瞭

に与る．片師の運勤継統時間は、勿くの場合

‡非ラ世イ麦∂0分与いしノ崎間くうい↑あるが、　［ヨ

陰↑糞便がすく“に乾燥しないときに店数日才
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間以上も継統りこと緬乱運勤力￥’イ亭止ノ
る　と　間も　与　く　片　節　は　好又縮　し’〔　ナ求’イ穴に　な：る　。　・1非

r世：直後0片節は一般にノ炎糸工色記していて．不透

日月／吻るが・埋躯停止しη求状にな・たと
き　には遠し日月に辺⊃い真珠色と　な　る。

②小腸内の虫体9生態

　本拙は、空月無音四物ち仁心息みツ
、タ鋼ほど下話の師分力）う回腸0ほぼ中央まCl

iこ集中し碕牡〆U、乱魏に1よ寄1柳位
力噛腸部にま（・およんeし、うこと勧うが、

こ綿本条1去力論文無生、し（し、血合だゾに

直一字：蚤5㌦一87η？η、長さ　ワー’5c朋 ｛誹と“の≠孔い渉奉のよ

クな直系見と呈し、このよ少な場・合、寄・生菱文は

弛くと御oo匹以上におよ，ト・，この月易恥

灘徊にじ（みれ、あたカ・も短塊によツ
・H易携『1塞乞起こし1（い診よ．少量・ある。

　本条は戸貝3＝15て“月易管；にロ反二着・し一（し1：う。　角7数寄一

生ブクリ1“　は　、　そ　の　中　り芝文　ナ．匹：カvu及着　し　、　イ也　0大

じ

晋1粉眺糸のよ♪にかうみ今、てノノ鋭施



に傷べし、る魁少数寄生拶ゴて1’はノ1・腸内に長

く4申長し”（し、る。　　　　　”

③採取虫体9生態
　ξり検り才1こ取　り　出　 し　た　条　虫　ぎ　、　　5’ワσ（ンにノ3〔］三量　し

たOl　85％生理食塩疲茎人1んたシャーレ（直径20

鋤）二丁差見察すると、虫イ本は糞便内に排ラ世さ

れ’た片即と同蒜に蠕勤1里動茎行い、頭師に迩

い力向かう伸長力囎訓、後力に向フてそ0
イ申二二5三寸物言カノする。　シャーレ内（多）濯．法力Y1下降

するに，したが’って、運二重力は2欠＿躬に緩・1曼とな．ソ

・さらに室研に放置鳳おくと、夏期1・は

24－50時間、冬期丁’は約48ヨ才間は、わナかな

がう運勃殉リノ1呪弥る．しカ・し、硫夙
後は死滅して、各片節が膨・脹し、あたかも全

イ本が真珠コ大君呈する，本象虫。’長さは、生存

崎には伸縮が惇ヴ’bしく正、確与：則定一は困難1・φ

るが一嘗時の体長はワ0－200肌幅は頭節

1“αワー1・o綱・頚音戸co・6－O19朔、成鮪節

1“はノ5－20綱、老熱脚1“10－15刷τり、
う申一長したナ易・合は、　長さカベリ又、縮時¢）　4－6イ音にも



達する・

3．中間宿主に関すう調査みよぴ実・験：成讃

　α，．鶉北内におげる各纏昆虫の生見数および

凝嚢尾虫の慮犬状ラ兄

中間宿王と暢とい昂発育口感けφ項陀
・Vたよクに、　パフジ〕カツオフ“シムシ、　卜｛ゴ

カツオノ“シムシ、　カ“イぞづユ’ミムシク・“マシ、

コク）《スト、　コメノ」’ミ∠、；ダ’マ’シ05’4重（”

あり、これうク昆虫の鶉含内におヴう直間生

息数および・凝嚢尾虫の感染汰泥は、図4L亭2，43，

∠レ∠ト　1こ示、し1：める。

　ハラブロノJツオァシムン（成虫）、二生鬼数

は5噺月と七月に勿く、オ毎雨七月にはケな・くなる

・晩秋よリ宅刀、春にノPワ（はその生廻数はえ庇少

し・　遠寺に12月・　1月におい1は：、　ヲト常1こ少与

い。　すな・イフう・　年擢司とΣ丘しじ’〔蒼と夏にニフ彦フ

入き’謹鳥数。山ノJ甥弧一の前御嫉少
しr撃戟A含．

　ノ疑一豪．ノ毛虫0感’ラを∫孝二の変鴨L豊とみ6と5臨月に高



〈、　ケ8％にも達し”（い診。　そのイ麦、　6月にな

る　と　ケきこ梁｛季は7域ケ　し　、　再　ひ・“梅由り月　ゾ　リ　ノ7　目　力〉

うは上昇し，θ免夏とイヲノ、秋にカ》ゾて高く　なり・

12　月　1（　に≠　100　　％　に　ζ至　し　’て　し、　る　。　　ラt　（1フ　後ニミ♪ラ男5（1こ

で塾」下し、　1月1こ1才、1媛嚢，尾虫の憂i’二4ヒ昆虫乞発

見することはで亀きな砺た（図41）。

　ハララ“ロブ」ツ．オフ“シムシおよひ”トに“、カツノ　

つ”シムシの幼虫ニハララ”〕カツリオフ“シ∠、シと

トビ“カツオフ“うムシは各ノ」、滋寒月におヴφ鑑別力＼’

ほとんど不可能なためク回0δ周査』じは両漣

の幼虫と一イ晒し’（プ及ノた。　こり両三重一の民寓は

日肪ノ1・に本拙蒔直叡・（吻飢とか％
フし！〈七’両牙童乞ま一とめ’（月〉ぐ，ソ力支．，）。　（カ・し、∫扮く

一癖した．名ノ1虫¢）人クタ回文1よノ、ラジ畳〕ノ」・ソ，オフ・・シ∠ヘ

．・
@6月越最高に12目ま’じけ高く、　1月力・う5

目ま・rl“謙れ長し、。 ノ＼ララ∴ロノJツニオフ“シムシ・0ノさぐ

K生騰力吻いのに対して、幼虫Uり・鱒
・　また初冬には成曳1・L生鬼数が少ノ」いが㌦幼



｝圭IIこおし、1は／渉くr拭とじし申久し　〔ク1タい。　しノ」・しな

ねぐ　う　、　　≒Fト，庁　と　Ω亘　じ’　丸　亀ノ」蓬1の’生、ヒ碁　菱文　’と　♂ナ　6　　と，　1

融と購に冬期こは♂成少し民し、う働句が

けられる。

　擬憂花台¢フ・感’ヌこ率は、声1月左最高にぱ伊正

心見クテーン布茎示し『．（（たナリ、 晩矛メこ、々）ラ冬其月にカ〉ソ．て

。兎茉剰城、融け逆の関係力、馳wう庶（図

42）。

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　1＼ピ，．プ7　ツオ　フ“ラ　ム　シ　（　ノ戎，虫）　：　生、総菱文は非

常にク就く、　わす”カ・に6月々・う10月にわたノ

て採取づ⇒ことがw猷ノ1べ、ノ月と洗5月

・月一12Hには・椥智頭こと1且きいPノた

。

　斗疑豪ノ毛玄¢）盛）殺：1まワ月λi＞まう10月にみしら取ノ、

r：の薦染・率乙は高く、乎均5晒0％」：人上Tlあノた（

．図44）。

乞揚と・2・6’ノ用細く…，12肛は少
与く・イセ，の月はヨの田H封’じ生鬼亥父K変イピはな

か・た。
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月遅コ接定藁…ノ己虫の夕ぎメこi数〔は、　ハラジ噺口，カツオフ”

シ　ム　シ　と　ト　じノ」　ツ　，オ　フ“シ　ム『シ　の　亥力中1に　お　ゾ　る

ノ易合と　同じイ頃向乞　示し　た・　す　なのう、　8　月か1

ともに最もタタく、パフジ’ロカツオノ“シムシに

わ’ナ評均磁澱文はワ2旺1吻ソ．、最勿蘇数

は186匹丁’あ、た．ハラヅロカツ．オフ・シムン

ζトビかソオフ㌧ムン卿脚訪1冒は田
均感染同文5－6、ワ旺．、着支クiタ盛陶次芝文じは196匹て・あ

　　　　　　　　　　　　　　フた・ノ匹当たソ0擬増尾、耀知よ8胆鱗冬

期誹周妙ノ蝋切、初春法ソ恥タタく伯

・諏峨虫と綱1誘1ノ討糠尾・助惑命
数乞比較ノうと・成虫のほうが、各月、同素
ま勺　ノ0　匹　 タ57　し、　。

　コクヌストの成虫の1匹当たソ9慮染数は

、穿間船通，じて変：化がみうんす1，、倖ぱ4－5匹

で｛“あソ、　1〔1三当たソ0最少盛’染数1はノ匹、最

クタ感ラ家数はワ匹一㍗あフた（図・4・3）。

　実験鷹染におヴう擬．憂尾虫0惑回数みよひ・

なわう、本条虫0老鮒ノ1節を1個（1〃節ψ
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叩嚢内〇六鉤幼虫は約40匹）蝿取さ辻たのう

の回〃又才疑豪：尾虫喰は、　4一一コ3巴㍗あ・た・そ

り寒雷虫4本回ll又争は2αワ％1“あフた。　2κ節

す　な　わ　ち　、　801固　〇　六、金句幼虫　乞4亘η又　さ　ピ　た　屍虫

↑は8－52匹0擬憂尾蛙回収し、乎均虫体
回目又率は22・1％Tあフた・　3片節1ク場・合には

、24－58匹0梯｛．豪、尾吻乞回収し、　乎ナ『ア啄イ影回

収率は251g％て吻フた・まだ4櫛（ノ6嗣
　　　　　　　　　　　　　の六鉤幼虫）き青黛させたイ列丁1は、19一ヲ6匹

0擬豪、尾虫が発見ざれ／こが、乎均固体回収率

は鞠イ欧一a2％’〔物ノた．糸謀的に、ケ

回の実題爽丁’は3片節すなわち、ノ20個〇六鉤

最・も高力・フ　た。

　ハラソロカツオァシムシ0雌雄別による擬

．豪尾虫0感）匙状況は、表〃、図47　のよクで

ある・一拝間におヴう採取昆虫数526〔三〇ク

ち此荏力ぐ∠手21匹、　雄　105　尺一て“、　ゑ佳と．レこ較　し　’て　車

力“圧イ到白勺　に　名9い　・　i奪｝彦戸1こ　よ　う凄臼肇雄0’米取萎文：に

は・4一月ら・12月を殊いて特1く差異はげう孔な



カ）フた。

　旅、擬嚢尾虫の惑染除くフいてひると、

雌↑コ‡年間乎均435％、雄て“は53β％と、雌

の論義盗心ζが高い．

　G，昆虫・体内におヴる擬髪尾虫¢）生有期間

　糸吉果は、；表12，’3，∬4・，ノ5，16，1ワ、　およひ・図48

に示・す匪」）に、ハラブ’ロカツオフ“シムシに亡

師　茎　二二与　　し　た　の　ち　、　　20　日　と　よ0日　目　1こ　回　ll又　し　た

　　　　　　　　　　　　　　擬豪尾虫には死亡したものはみうれなカ》フた

・30日目に回η卜した6ワ匹．｛ク面心ノ宅虫り，）ちO

l匹は1死亡し〆（おり、　生存争98、5％て“あフた

。薦梁イ麦60日目において・も、　ワ9〔巴ぎ回り又した

力・“’、　そ0うち¢フノ匹力’ご死亡し’1あ’リ＼　生イ手考堅

は臼8、8％て“あフた。惑衆100日後にあいては

ワ亭匹94疑嚢、尾由乞回収し、　『0ク　ちのよ匹ぽ

・死亡u籾・’oo日目に謡う生存辛は、
95，5％1“あフた。感’染’20日，目㍗は、感染さ

せた七回リクう・5匹0昆咳が死tし1おり

・残ツワ匹リハフヅL切ツノフllシムシク体腔

内に討49匹り手疑嚢尾虫が見いださ〃し、そ0ノラ
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ち6匹力〉死亡し　1みり、生存率や8ワ18％Tあノ

た。また、露メ〔画配は夕ぎ家’後125－145［ヨの階1

にす～レ（死亡した。　　　　　　　　　　　　、

　己．擬嚢、尾虫の鷹染能ノ」

　昆虫　i（，感衆さ　 せ二1　力》」ら、　　20，　40，　60、　30ノ　！oo／

120日廷承歪遇，した1軒並ノ已ゴ忍左ウス”フに与え一、

そ0彼15日目に黒奴した虫・画数、老熱片削俳

ラ世開女臼日ま　㍗0ヒ1萎文と占周囲、擬嚢尾屯9ノ費引過

日数と惑染能ノリとり関係にソい1調Vに。

　表」8、図4qに示すよクに、六鉤幼屯露今後
ユ0　日　 目　　01うぐ　　亨1零！｝｛契護L・彗妻と　ノ三二　虫　2．0イ固　 と　寡惹　）爽ごさ　　tiと．　た二　2．　4二1

りウ天クは、鬼染15U後の回収嵐体数か・そん

締1∠』一匹・物リ、蔽豹≠66ツ。，45％

物フた．まん老鮒蹄潤飾1女餌8日目か
ら㍗あ・た。荊暁思事し1こ成熱擬嚢尾虫0
感’全例↑，は、15日後．0回収咳イ本数は、それ㍗

れ’∫5匹、8〔Eやあリ、感喜争はそれそ》し650

％・4010％（醐5215％）で、また老熟牌
ド詞始日t’『口およひ“10ヨ目㍗あグ、い1かれも

20旨目。結果．と仁徽ほ人初庁肋殖なか



つた。　60日を矛圭過，した成i山手心嚢ノ毛虫r”は・　総

収虫イ本数はそれぞル10巴…匹、慮染率は50

。％、　45％（平去≒147，5％）1い、 20日、　4・o日目9

感柱心チと占と，車交すると二面5％下力マ｝フている。『ま

た、老塾当節0排ラ世は成熱擬裏尾虫回議彼7
あ’　よ　　てノド　’0　白　　目　　よ　　ソ　　閉　女倉　さ　　炉（ノ　て　　お　　ジ　　、　　20　日　　・　　46）

日目の温柔実験の結果一と1手ぼ一至回する。）ク（1こ

80日を昆虫体内丁，経過した成行擬毫尾虫を1

耳『のウスのうに投与したが、　ノ5日目の回収、虫並

数1よη〔三1“、泰斗｛李・は35％了いあジ、上記9惑

裟率と比車交し天やや’低下している。　また、下

熱片翁忌地鼠油日は10日目丁’あった。

艦擬観点と形心的に仁慈朔と、タト遠因
1こ　1‡　ほ　と　ん　ど差を　畠忍め　る　こ　と　カベでき　な　い力寸’、

内嚢体の持来、頭節に分化プ5吾組分にある吸

盤。収縮遅動は、20日、如日目尻のと比較
して緩慢丁豊あフた。　ノ00日目左、経歯した，成心

糠尾虫によう舩例丁は、ノ5日イ妙回収虫
イ本数：は　それ・それ’5　匹で、　イ也の　ノ羽0　ウス・ヲに　お
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いては惑染は不成立に’終フた．　老熟片節排ラt竺

閻始日は晶晶後〃日目ていあ’フた．　ノoo日左愚亭

過，した成i熱擬豪i、尾虫と養見直す多と、　タト麦4本の

最外，層ク租承哉は粗雑で＼麦’1：生した承田月包もみう

れ、る．　内憂体にあ多吸盤には収縮運，多ながみ，う

れナ、擬嚢尾虫全体が褐色を記し無、た。ま

た、石ノ天穎才立も80日目の幼虫ではかラス質才茉0

光択が馳あフた三寸、　100日目τは黄色に変1わり

・二二数0少ない擬嚢尾虫も勿力・フた。爽い

1“120日思置0下熱擬嚢尾虫左20匹方よぴ50
匹，下衆さ’せたが’、　15日後：0剖検の戸祭に虫4本は，

全く回収1“きす“，惑茉：は不，成立｛＜終フた．擬

嚢尾虫の形態は、　ノ00　日役0ろ刀虫　と　ほほ・同じ

㍗あフたか＼　120　日糸蚤廻L¢）カが内部り色がよ

り褐色に変：化し「1いた。

　L二上の結果力）ラ　、　昆虫体、内↑　90日以」二経過，

した二二嚢尾虫は〉欠粥rにシ舌・性が衰　え、　ぼ0臼　き，ま蚤

直し　たも　の　で1は沽，性が失なわれ，る　こ　とカv判明

した。
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　e，中間宿主昆虫の生存日数および温度によ

る発育の差累

　ハラブロカッオアシムシ¢）竺春日萎文は・図

50に示したよ！うに、　5月旨くノ茎出ざ劫した叩5－0

イ固は、　《鷹イヒ孝麦：30日目にあ’いてち回虫力v’ノ匹1死亡

し、　40日目1こ仁糞人面タ菱文’¢）幼虫カザ最7麦¢）月彪皮き．

完］し、　成虫と与フ　たが亀、　こ0脱皮中に1匹．

が死亡・40日目まT’1（2匹が死亡し、生有孝‘

はq2％と与フた。　60［ヨ目↑は3匹．カv死亡し、

生活争は86％Tあフた。80白鳥後においては
実愚直閉女台日より・合討’8ン旺ニカY㌧死亡し、　．生≠薯…卒4は

8与％になクた．90日目よソ急激K死亡率が増

加し、合訂20匹力Yb死亡し、100　軽目↑は生存

数60％となグ、さらに初漁も死t数0増加

か宥うれ一20日目には飼首昆虫。半数以上
ト

リ34匹．力、”死tし、　！圭・存争32％となフた。　ノ30

日自㍗はさうに9匹力v1死亡、．生春華14％とな

り　・　　1俘。　日　目　に　は亥　へ馳て　¢）　昆虫力v病葉　し　た。

牛寺に〃0　日以後、　すなわち3ヵ・月以後‘こはそ

の死t率が急ラ敏に高く与多化負向カマみし5れた，



し
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　♪又1く各七重温度条4牛下↑のハラプ’1コカツオフ”

シ　ム　シ　お　よ　び　ト　ピ㌧カ　ツオ　フ“’シ　ム　シ　の発　育力ぐう兄

について！ま図5臼こ示す．こ。悪露の昆虫の発

育には冤ク’グ0差ヵベ3ナら串した。　ハラヅロカツ．オ

アシムシの1回の産卵数：は10－15イ固丁’あグ、

3－5日き謡い一（第2回目の産卵1こよフて9一ノ2

4固芝ノ産．んだ’。さらに2－4・日’7麦に笏3回目の産

吻陛イテフqo部個。向陛産んだ“．一方、ト

じノ」ツ．オア’シムシ’は、　ノ、フジ’ロノ」ツオア’シム

シと比較し1、　ノ回の産叩数毛タタく、3回ク

産61戸り・合子が　65一ワ8イ固↑あッ　、　イ固4本によフ　て

は5回毛産卵するもの毛みし一らんた。

　こ話しうの2狸0昆虫0のβ1ま、　oo（ン　と　15。C　の

温度丁は、大．タ17数：か∵死tした。　20・G＿57。Cψ

温度条件下↑はほとんどの叩が鰐化した。鱒

化イ麦、10。（ンTb膏司育したこれ仁ら2種4フ幼虫は3

日ヲ麦にすべ’｛死亡　し・た。　ノ5．G　㍗倉司面した毛4）

では、　牛8日目にはすべて1か㌦死亡し，発育はほ

とんどみう此なか・た。　200Cτ’は8回0脱皮

乞したのう成虫となるか＼　最後の月兇皮葦クθi手其月



’
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は、発劾早し吻虫丁・は39臥涯し吻虫↑毛

45日目㍗あり、実馬寅に用いた2、種0昆虫の問

には差は♂ナら生し与力・フた。　∂0．G飼育丁’は・　パ

ラψ堰gロカツオァ・シムシは30日目に：3匠か”’成’虫

に、40日目にはすべて0幼虫が成虫と与フた

。　またトし“カツオアシムシTは早い幼虫では

35日目に成虫となジ、　両季重におい1人差はみみ

ら才しなかっ　た。　3ワ・C含司育下丁’は、ハラブロカ

・ソオア’シムシ、　トし“ノ了ツオフ”シムシと」6・20

日目には半数以上の幼虫が玄甫’こなフてあり、

25日　目　に　は　成　虫　　と　な　リ　、　　50　［ヨ　1ヨ　1こ　は　す　　べ1て　：か魯’

成虫と与クた．　これと20℃0奮司育0去易合と比・

車楽ると14－20日、300じ鯖の多易合とて”は10

一ノ5日前早くノ戎・虫となフ1●いる。　またトピ㌧カ

ツオアシムシは、ハラジロカツオア’シムシよ

リ　ヤ　・や虫南や　成1史　 に　な　る　のカベ遅い・

　油虫砺循温度による六寸切甥発育0
差異

　糸吉果1才　表1（1　に示す　よ　」）　に　、　ナ曳’多句幼虫　力）」う成

熱手疑函乏尾虫　ま　T’の発　育其月　間力マ’最『5　矢豆力＼　フ　た　o
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1才　　1975国手　8＞　月　！O　iヨ　よ　 リ　8’　月　23　Lヨ　ま　一｛”　の　ノ三5　甚ヨ　間

↑あフ　た・　三毛長い二二文ぎ要したのは、　1976

．葺手〃月4［ヨよソ’2月251ヨまT14）50　E］間1“あフ

た・春期およひ協火忌月に行フた実馬寅丁・は≠疑嚢尾

虫の発育日数は30日前彼をヅ要とし、　η月お

よ　ひ“8　目　り　i矢馬灸1・’は　15［ヨ　カ・ら　20　日　と　非1常　に　努豆

ヵ〉フた・　ま一た、ロ免忌火と初看・でり実馬爽’で’は、40

日から5飽とかなり長し嘲民謡’要としてお

り・　12月より2月まて“0実、験丁は、昆虫：が，ノグ

ベ’「：：死tした。

　〉欠．に、　20。G、　50。C、　40。Gの虚度条イ牛下1“倉司

育した昆虫体1勾におゾる六¢句幼虫≦ク発育〃「要

［≡i　菱文ll；よ、　　表20　、　　　　　　　　　　　　　　1（　示　す　よ　　う　　1こ　、　20

・Gτ・は最毛発育の早い六、金句ろ力鷹は2ノ日で＼’遅

い七の㍗も35日㍗万ン熱手疑藁尾虫となフた。30

0Glく　ぢ、、！｛　は・　13日　な・い　し　2ノ日間て・・発育力寸完

了し、　また、400じ㍗はノノ日ないし熔日記で・成

熱：擬．嚢屍虫まで発育した．　50℃および4ぴGg

l温度象件下にあ’グる発育日数：の闇には六差は：

子ナられなか・た・発：育のめ†bブとする発育逐．
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中の各・時其目は、　発育におけうステーシ“き二字

とした。すなわち、　全発育三月とstage　l（図20）、

staqe　2（図2D、　stage　3（図22）、　stage　4（図23，24）、stage

5（成心擬豪尾虫、図4　）05段階に分グ
、　各奮司育温ノ三下におヴ診条吻0発育芝この5一

彦気F己畜1ごよ：フ　「：忌わした糸吉果1；‡：、　ノ表201こ示し’て

ある。

　1｝．塗重々0温ノ隻と光0象イ牛下にわヴる昆虫り

片節捕食状ラ兄

　糸吉平は表2L　22、および図5’2，53に示してある

。すなわ1ちハラシ“ロカツオ7“シムシ乞用いて

暗室．と日腔と1踊子状ラ恩仁む較朔し雌雄

9ともに、暗室0ほ）か’捕食か喜盛二∠ノTあり、　ま

た温飢つ岨みると、雌雄ともに30℃嚇・

食勅最高↑刎・二又田・200cg齢丁あツ
・40．じ↑，明二二栓般的1冠し、．明室にお
1ナ　う　 各温度　丁’　の　・三見寡　1く　よ　 れノ　1ま”、　　20。G　り：場そ∋一　、

昆虫9工里動は不必発であ5が、4びじにおいて

は・　運重力は：ラ古’発になiう力零＼片彦ア客4蔚・食すiうイ固

4本は少なかった。



〆

97

　雌臼佐1く：お　1ナ　る　牛甫食　率　と　みト　る　と　　、　日音室　一　日月室

内　と　も　に、　雌の　i渉　り　カベ1まう’カ》に．ヂ南’・食：臨く｛よ高く

、　さらに、　マ呼しは各自墨度にフし1てもほぼ’小才叢

丁’あフた（図5の．

　ト、ヒ“カツオアシムシにおいスも・、ハヲジ1ロ

カ’ソオフ“シムシと同才兼に、　50。Cの日音室におい

て雌’広佳ともに捕・・食争は最う高か』た．またイ全

イ本的1て♂ナてもハラシ”回忌ツ．オフ・ラムシ・にく」う

く“備食品陥いが、物イ也嫌回忌り
ち光、温度耐萄楠飾・ラ兄与どはハラブロ

カツオフ“シムシとほほ“同三寸¢）イ配向芝示した（

図52）．．

4終末拓主に関すう実、験　　　　　・
　α、条虫　の生存其月間

　3君羊の、ウス“ラ　に成宅秦擬豪ノ老虫を　そ〃しそ〃し、

10イ固、　20づ固，　5でづ固す”つ才隻与し　て、　　糞便中　0片

翻腔り襯乞観虚した・老熱脚が腱の停
止は感染コ00旨後にすて“κみうんた。　⊂0時

期に片節の4非出起停止したウス・うは、各々4フ
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ウぐ馬灸君羊1て　そ　　虚し　そ“　〃し　ノ　三1三1　す1’　フ　　！1“　あ　　ジ　・　　ノ。　イ固　才突亡

君羊のウス“ラTは剖ジ検θ寺に2〔三の虫歯茎回収し

た。　この回収虫イ本には老熟片節は与く、寓惟暗

語イ討て・あフた。20．個、5’0個投与群のウス“フか

う「矧春日手に白骨発財ること1叡・’鈎力）

フプ隻。　喫ラk1C｝0｝ヨイ麦「こは、　ノ0イ［玉柏隻与，君羊↑’は2

羽、20個投与群丁は1羽Kおし、天心0排池
が停止した．　その後0剖検によフ、　ノ0個投与

君羊リウヌ・フカ》うはノ匹の虫イ本き回収した。　落、

染150日後＝には、　ノ0個才気与君卜111は2ヨIl、　20イ固

ヰ隻自計羊におい1は1羽、　50イ固才気与芳羊↑けZ羽

が1それぞ深し片節04非ラ世とづ亭止した．　またこ薦

ら4）ウス1’ラ1（は剖ネ：灸によフー（も虫イ本4：）’寄生は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ3ナ　ら　〃し与力）フ　た．　なお、　’0イ固才行実千手の　ノ　刃月、

20イ固才突与君羊の　 1　勾司、　50ブ邸中斐〔与，三野の　1　刃司　1才、　150

’

日間ほ噛して感熱無心排ラ隠し紡ジ、
藍染多麦1551ヨ目にこれら0ウス・ラを音リネ灸し、

そ諭しでナし1匹一、　4匹一、　1匹り面体芝回虫面した

・こ〃しう回収した虫’体には、老、熱片飾はほと

んど冴られな力）フた（表23）。
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　わ、ウスラの日齢に祥与♪条虫の成長の関係

　ウス“うの日歯金と実、験感：染によう虫・遠回収率

との関イ系は、表24に示すよウに：、生孝麦ワ日（

イ本重10、5多）のウス“うにノ0イ固の成熱擬藁ノ毛虫き

兎染さ妹場乞⑰虫体回収率¶餌。％↑あ
り　、　感柔15日イ麦の　虫’体¢）長さ　1よ、　乎亥勾　967肝η

て“あった・）欠に、生後35日（イ本日80多）0ウ

ス“ラ　に　10イ固の成象寒擬豪iノ毛虫を　感’染さ　セ1た〕場合

・　　　虫　　イ本　　回　・り又　辛乙　’；レ　　∠≠・5　：ンち　　、　　　感　　三4；こ　　ノ5　　芝≡】　後　¢フ　　虫　　ノ体　　≦Zフ　　長

さは乎均ワ3糊　であフた。生後20白（体重43，2

多）　¢）ウス“ラ　において同才柔の実．馬齢早行フ　た、結

果1：よ、　　虫イ本回翌又＿・率‘　50シも　、　感ラ1こ　ノ5日　ゲ麦0　虫4本¢）

長さは99・η7η㍗あることなどカ》」う、　1軍畑およ

び燵によ解体回収物差はほとんど勧
多ことはT’さなかフた。

　ウス崩うの日歯隻にイ半な・．）月易管；の長さと虫4本0

発，角との関イ系にフいて0実馬寅ノ結果は沢のよウ

は赫726c朔↑あり、ケぎ染イ麦ノ5臼後の剖才吏時にお

ヴる長さは29、6c朔了よあ。た。回収虫体数は5
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匹1“あり、　これらの虫イ本のイ本長は乎均ワ1刎朔

丁’あフた。　一乃、二手イし後55日歯金のウス“ラ乞イ更

肥した．多二合には、　月易管の長さ’は丸く15815c朔、　寒

染ノ5日イ麦り剖族二丁・の月易管¢）長さは42、2コηP

あり、回収虫イ本委文は5匹、　こ4もらの虫イ本1ク4本

長ぼ乎均ワ3η切T’あフた。

　α投与擬嚢尾虫数と虫体剛姪との関係
　成下擬嚢、尾虫き2つ固才気与したウス“うでは、

虫4本回収辛¶凄50一’00％Tlあり、　乎均ワ。％て“あ

った。5個投与例↑は虫体回収華20－80％、
乎　少勾52ソ；、　10イ三才斐与イ列丁’は虫≠本　回収著｝1ま40一

ワ。％T’、乎均二二回収，率は55％、20個投与例

丁は虫二二姪30－60％T’、乎均幻本回収争

孝は45％、50個蘇二丁二二回僻36－58
％T’・乎均下甑回収孝くは4ワ％とい．ラ結果とな

り・汎濫昆幼投与数が多湿と、琳回
り又孝は．下がるづ1頃伺力べみ・う瀦しる（表．25）。

　d．此佳広佳ウ　ス謡う　の　盛’三差　異

　調：配した養弓場の笏三岡薗室が産卵用雌ウ

フぐうの飼角室丁㌧あるため、歩雄雄におヴう本条
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虫碗剰就の比較とすることi打鱒力・フ
た．　そこ℃’、　実馬吏1望内℃ご広佳ワ／4、　1比硅6／三1に

それで噛4し201固の成’熱’撲建髪ノ毛虫とキ隻与し、　片節

排ラ世閉始日およひ5虫イ本回収・華にフいrl　6周査し

た、結果、　表26に　’示　し　て　あ　う　よ　う　に　、　渉雄、ζ任ウ　ス“

うによう本条虫の虫体回収率の差は全くなく

、雌の乎均項ぎ染・季58一％、雄‘の平均’兎’うに季‘59

％、また老熱片節≠非ラ世開女6口は、此佳ウ入’フτ

は盛茉後q一即日目、ゑ荏ウズ・うにおDても8

－12日目’1“あり、　片節≠非ラ世二三台日ま’1”のアケ二

日修文においても此往ル径問の差1よ，1ナうれ、なカ・フた

o
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　　　　論　議
　冬期力・う初春期（1－4月）まTは、馬齢

り嵜生系1は但いが’、　この原因として、第一に

この其月間中戸鳥含量旧藩重カグる昆虫0碑文：か’少な

く与フていることか’あけ“ら取！る。こ〃しは夕霞

の　昆虫　の才米取数力》」う　毛　裏イ寸ヴ　」う　零し　る　（図4i－44）

．亥なわうこのθ寄其月尺は昆虫は越冬イ穴態κあ

り・大部弁0種類の昆虫は、糞受板9すき間

内吻蛎よひ城虫の1鷹τ1いる，その勧
この期間はこれうの昆虫とウス“うと4フ年年は

ほとんどなく、勿結果一手とんと嘘染は行

わ由なし1．こ師0昆虫が低温になると冶

た（図51）。一方、 条虫の寄．生率力》うみるこ

4月は1一　〔3月過仁乙べ’てもイ旦く、　その寄．生r蓄

り越冬禦月と関連し一て、　露染が魯起こうなし、0カベ

，主要与’原因丁’あうラ。1司時に条虫のウス・ライ本
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（　図　48）、　表　23）　か　う　考　え　’（　、　　’　一　4　目　ま　て“　り

其月間　に：　寄　生　　し　て　　し、　る　虫　4本　は，ロ免秋　お　よ　　てバ孝刀　冬西目

に盛：柔した虫’体である。　これうの虫・体は、条

虫の生存其月間かう考え天、4月には死滅し、

4月り寄生葦およ’ぴノ羽当たりり寄！圭委又が最

低に写る。

　盛春力）1う初夏（5－6月） にカ）1ナ’て、条虫し

の寄一圭・率は：忽碧文に上昇している。　こ才しは3月

上階よリ鶉含内の室温が上昇し始め1図36）、

その糸吉野＿越冬していた昆虫のち力虫および平

等は浩即き閉始し、それにイ計いウス・うに≠甫・食

さ　ψし　ろチ幾、会力・ドタタ　く　な　＝る　．　　1　－　　3　月　に　　お　8ナ　るメ越二

冬昆虫’体内↑0条虫り幼．虫は、　ほと・んと・か“成

熱擬豪尾虫と紡πいることこ、冬期には黒

熱擬嚢尾虫に発昂るのに約2か月左要する

ことかう、これう0昆虫は晩秋かう初冬κカ）
け　て　六下句ち甲虫、乞　ヰ夏耳又　し　て　、　麹染乞　受．ヴ’た　も　り

と思われる・昆虫内の条虫0発苛腰酵文に

つll　1は・著老0実験結果（表1免2のかうも

、旅、V・ge・T…er（・956），V。ge、Heyneman（、958》，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘1
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Hyneman（’96・》彼辺（lr68）与どの聖歌紡果かうも

裏イ寸ヴうれ1おり、六金句ムカ虫。昆虫体内’τ“o’

溌1育　1よ、　昆虫　り　発　育温ノ蔓　1（　よ　フ　て　差力ぐ（丑ナう　攻ノ

る。

　♪又に・条虫寄生の事態をウス“ラ1巴当たり

の　月月」寄生委又（ノ表　6）　カ）　う　みト　る　と　、　冬七月り」紆・

生委文は盛夏より初冬のも0に比較してさわめ

1’グない。　この、原因として）欠の事が’」うが5事え

られ，る。　すなわち、　ネ刀冬ま1“はウス“ラノイ固体

に薯7あく感染しスいた条：虫も、　寿命がノiききてラタ

くのものが死滅’し、また昆虫も越冬二月↑’ある

ため再感業はほとんど越こら与いことカ・ラ

冬期に1埼生数が少ない．

　この時其月茎過，ぎ5と、寄・生華は匙湯〔に高く

な：る　カΨ、　1嵩「　！圭萎文：は丞麦力》1て　し　力〉ナ曽カロ　し　な　し、。　⊂

ltは越：冬し11、た昆虫が君動乞閉始し、こ糺’

乞ウズラか“才夏取して惑柔力“起・こうため、寄生

率は上昇する．しカ・し、昆虫体内丁0成亡命

嚢尾虫は、ノ越冬期間中K惑’1茉：カが但下するか

（表18，図4q）、あ5いは死滅している（表
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12－1ワ、図43）．したがっス、　こ（つ昆虫ぎ摂取：し

ス感染し1・も惑染菱文は少’な．し、。ニニワトリ4）象

虫丁聰ある橿原二条虫、棘講条虫。成虫。生存日

数と昆虫内り成熱擬嚢尾、劫生再日数にフい
1　も　、　ウズ“ラ　徐こ虫　と　同」様¢）幸反皆力“ヲナ」う　れ　る　（

　　　　あ　　ゆう尺田，　　1（153、　55　）。

　ネ刀夏よ　リ　ロ免孝火に　与るに　しプてか馳っ　て　、　ウ　ス’ノヲ

月三1当たり。寄生数が増加ダる。これlqま沢

のf里由が考えら乳る。　春二月に冶動乞飾玉平した

越冬昆虫が、片節茎：摂取し、　1匹当たりρ電

命擬嚢尾虫数が増加する。ざらに春期に与フ

伸靴した艇贈幼虫鮪いは成虫が片罐
食べ11感染し、これらの昆虫きウス・ラが1摂取、

する機会が勿くなり、巧の結果、ウス・ラが反

イ夏しノ丈盛架こ起！麦＝しナるためて馳’ある。　このことにに

・ウスワK実験的K、1回に馬騎。熱熱擬嚢
尾虫を身幅さセても、回収虫イ本萎文は最高糸勺30

匹丁あり（表25）、またウズラ0雌雄による回

判又虫イ本領父0差は全：く診ら穿しなかフた（表2ε）

こと．力）ら・しヰ佳足’1’．き’る。　こりよつにウスごうて・
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とが推測さ嶋が、中閻宿・封・・あう昆虫の場

合1ておいても全く同才一丁・、 芽文回にわたっ　て六

10・1尉2－17、図45－4ワ）．圭た，六鉤幼虫0昆

屯イ本内0発菌　日茎文は考節によ　フ　一（　異なツ　、　春

かう夏に尉1醗舶数力管豆いことも混
融内に掬る擬闘鱒か、春かう夏にカツて

耽る（図lq，20）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘコ
画幅とと蘇増力・し縫た条虫の難
靴ワー8駄か頃一時・的｛く下郡るべ

くり⊂とは鶏勉K融の生徽月間が5．8
か月間丁あるヒと（図50）かう明らカ》である
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・　4与わぢ、　この日歯：其月1：こ昆虫ρフ也イ～’．交．イ℃カぐ起レ

こり、一時的に生鳥昆、エ数が城ヅすることに
な　｛う　。　　こ　　為し1才　赤馬ノ含｝r勾　（9　名刀　虫　　り　生　尾、萎1文力“成　虫　¢）

そ表しと　じし牽久　し　1　タ卜い　（　i刃42．）　こ　と　力、　う　も　裏」寸

けうれる．

　昆虫の世イや次イ」t’カず’竹与り才したのち、　昆虫0

発育も遂，くナ」リ（図5L）、その糸吉果、　生，ノ紀感文こは

初秋ま1“メ＝富力要し、享鳥4｝内の受しラ温そ、5000↓メ、よと

なり、昆虫体内丁馳〇六斎］幼虫の発育もヤはグ

、甲いもの↑憾β日1’成塾擬嚢尾釦（なる。

一ナ」、ウス“ライ本内におヴう象虫の溌育はノ成，熱

才疑嚢ノ毛虫力Y．盛Oう殺したのち8－12日1ヨ1こは名熟

片節　ぎ排憤るのて”、この時期1こは条虫

の全生箔王震0完成’に要する日萎文が’矢配く、　した

がフr生テ茜環明修撲が望くなる．そ0緒果、
彦も虫、　ウ　ス“ラ　と　rし　に弓ぎ語脈玉文か’一層タタ〈　「嫉　り

、初才火Kは多K虫の寄生孝およてパ寄生菱文ガ“上昇

する．　そ0イ麦，秋も半1歪と与ると，気1湿も下が・

りせ省め、　昆虫のラ古塁力および緊ダ直力が亀イ丞下する

（図手2）、結果、成熱擬裏尾虫のウス・ラ〈の感
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染はラ肩じ（ケし、　同日1キllこ夏、1こ感染した．象’玄力V死ラ裁

し1ゆくために、　イ家々に寄’生季が下力寸る。　し

カ、　し　なノ］“う、　　こ　（9日寺其目。昆虫の成’虫、に　お　ヴ　る

擬襲尾虫の嵜生率1↓高い．

　一な朱虫0ノ櫛排ラ世と中間宿知“ある昆

虫の月即摂取との時間的関係にりい1は・全

くその孝反証1‡3ナラ4し与い。　ことに、昆虫の着

重力式畝qについて（0差出品は＝ない．　ウス“ラKおブ

う象虫0片師排ラ世数は、寄生姿文台関係なく、

16－　18日寺　に　力）ヴ　天　副直　タタ　く　、　才非ラ世に　臼　岨ナ生が

8うれる（表ワーq、図58－40）。このことはReid

et　al・，　（1932），　Wegel　（1932），　　Harwood（1933），　Levine（1938），

沢田（lq60）力Ψ　ワトリ0条虫て“幸反ロし’てUる・

ものと同様である。昆虫0局面魚心’食杁・ラ兄は．、

ハラプ1コカツオフ㌧ムシ、ト助ツオァンム
シ　「乞　F刊　い　1（　の　実、馬：爽↑にk表．21，22，　図52，55　0　示

弛うに、気湿50．Gの暗室内1哨節捕僻が
最も高く、享馬舎内↑の昆，虫¢）片節減立食1よ詮方

よリ夜｝君「にかけ’て4了われ｛多ものと」老「え1うれる

・さらに外界1“の片師内の六鉤幼虫の生、存・其月
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間が、冬期↑はノ週，間、夏期↑1ま7－5日㍗あ

ることなどかうこの期間内’に排泄された片節

は感衆源必与る可能性乞もフへい含。

　ウス“ラ0日齢と条虫の成塾とり関イ系をみる

と・鰐プヒイ麦ワEI歯（ミのウス“うおよてズ400日歯歪0

ウスのラ のいす“〃しにおいても、　虫イ本の大きさ、

1櫛排ラ世閣始日について大差は晒れない（

表24一）。　した力寸フ氏、　少’なくとも卵享イ巳後ワ日

歯’｛ミ↓汰ヲ愛　ク　ウ　ス・ラ　は　感努こ源　と　㌔「　る　こ　と　カぐロ月力》一い

ある．
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TτZ一駆戸余に関す5、石汀多乙

　　　ウ：即ラリ条虫馬区．虫薬については、　今まで幸反

告かρない。ニワトワ¢）条虫馬区虫薬としては古

くかうカマラやそ¢》イ也の蒙1剤が便用されてき

た。畑Gq56』）はBエth㎞・ぎ伽し伯輪細

0駆虫諮園丁、また、近藤uq58）はBithi・n・・と

用いた方形条虫¢）馬区虫試ン験左≠反遠し「1いる。

編は、Bithi・n・・繍特用し、て本条虫1こ対邦

馬区虫タプ」果と『のウヌ∴フに丈寸すう副作用9オ庚討

した，
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　　　　　　材）狩1およひ“カラム

　　二才拳チとして二三虫の寄生が亀み」うれ，た豊ネ喬市

。一二腸に飼育物卵靴彼500嚇金、縫
looク’，ヲム前後：1ク此准ウス・，フ　160イ・】1区イ主用した。

　　1．君芋ノ7コ・馬区　「臼　言弍＼験　　二　君羊刃｛1　の　、馬区．虫　∂詞し＼馬灸　1こ　　1よ　　60　．1／1

茎4更回した・　ジ与わち、　これ，と1君’r151」の4

群に分ザ各群中K闘明一1カ・0本条晶晶ツ
ス“ @フ　カベ4言　　ま　水し　’（　い　φ　　し　0　　左　ノ資一つ更　『P　の　　〃F⊃t竺ノす　節

によツ刃窪∂忍した．　ウノぐ1／1よ1月酒色食さt土た後

に昆帥こよツノ回1嫁とイ再し、、Bithi・n・・の投

雑i（わて50・’00・150，200噺四回心
りた・馬二二効果は投雨後％時間ま℃の俄体0

．排思入幌と、48日雨後9吝1骸晦　糖幻本によ

リ判定した遜

　　2、個イ本別馬区虫占弍馬灸＝・糞づ更中に二危富戸；片忌き才非

デ凹無、る2聞9黒雨勅ス、り幻」げ
っケージに人4して管理した。投兼量によノて

50噸渉、9封，’00吻・61駅150吻、ワィィ、

200ηη短、6羽の4，♂手とし、　各一が羊ともそ0クうiク
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　ノ→4は無1突薬紙1量減とし1こ。　1隻兼方ノムはノu三色

食彼、約’03の創料寸・に各ノ嫌是一の．Bithi。n。、と

混入し、これと練紅とし（それぞ’れのウス・フ

に1回与えた．馬区虫効果は、z4・みよぴ・48リ手間

後。排虫杁艶と、72・糊後。韻餌の扇折虫
イ本一文　尺　よ　　フ　半」定　　し　た　。　　な：　あ’　、　馬区，曳　女ノノ果　辛り定　¢）

1易・合の・かF虫率と　は、　／莫薬彼に　虫イ体と　1非・世した

ウ入1ラ0辛《じあり、完全鳥回虫率とは、　・12時間

イ麦0音1」渉灸C’ダ乾’存虫イ、本茎6，《・め毛「し、ウス・フ0孝・で1

ある。

　　：3．畠りづ乍団の検定．：連節左早ノFラ座｛ていないノ72

肋ウス’ワ城蜷ノこよズ（、50輪一団1
・　　1007η9／4イ浄、　　1（1∬／、　　ノ50♪η多／露3，　　18rl弓、　　200加3／k，，　　ノヲ

1／の弓づ群とし、　塔一がrともそのうう¢フZ身ヨは無

才突1乗対照とした。投業力・ムはイ固体、細別馬区辞儀’

馬灸の場合と同様L竹，た。副作用の判定1よ、

各ガギとも2生今8、　り2時に月後の剖雲煙の】肉H及臼ワ

1国見揚ひ“、組織無灯ll幌とによノて行った。
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　　　　　試，’鹸、結果

L世盛駆虫成、績

　（L．50朔曾／吻投＝豪、群

　投豪後24り糊まで確便郭こ5－6旺9虫体

の・排ア融け’こ．帽問後の吝恢0，結民3羽

かうそれ’で㈹4，12，58匹り吻イ本と4吏出した。

副づ矧とIUお投剰麦24H澗．嫉内にノ∫蘇便
が’8ナう　れ’た均し夕トに　異常’は　ノナうれ．す’聰、　圭た48鱒三

階レ像の剖・検ア勺乱丁㌦も異常は6忍めうれ与力・フた

。

　b．loo噛船籍
　4気「乗．イ麦2準時間まで’に石皮’員別体0ノ非セが、みう

糺、細糊後り剖検Cは、その中のノ羽に6
匹の　劣有壁4本乞3凄めた。副作用としては、50

η9／（3投：薬君羊と同様1与ノ1文様便が’げ．ら託たが＼剖

ネ寅アケ見㍗惇異常はなノPっ　た。

　GI50η物投薬群

　投薬後24崎間まTに数個0塊択と与，た巨

体の捨齢6肋猟、4綱問働剖椥・は、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　114

ノ羽の♂ナに’2匹0寄生虫イ本がみう　κ、た。副作

用とtては人部分0ウ入8グに水祥便がみうん

、剖検↑’は6羽に．黒色（g小腸内容物が認めう

れた。

　d．　200η1｝／／kl｝　ヂ彙薬君羊

様な塊状の虫体が排老され、48時間彼り剖検

丁’は・全く残’存虫4本を6忍めな，カ・ンた．副イ乍用

は、　ノ50切｛｝ノκ昏才業蒙：ガ羊と厚ほ’51司矛莱1“あフた。

2、4固イ本月り、馬区虫成’示責

　偏。幡多薄湿群

投薬後2午日欄ま1・に15・1弓に2一∫3ε独

イ本04非テ筐力v・♂ナ報うルし、　そ昂しり入孝麦は3ナう4し与力・ク

た・斗非・巴虫体はいくぶ’ん月ノ危弱丁・あノた．≠非出

湯｛ば62・5』％、完全：馬込点心4は0％T・あった（表2rD。

　わ．ioo川蜘投薬継

投勲爵4θ糊まで’に全例（5ヲわに5－59

旺の才非虫か“みら才し、　『れワ入後は♂ナ，う4し与〃・2

た・才非虫孝二は100％、完全：馬区虫孝’ヰ40％7・あフ
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た（表2り。

　G■50轍3投薬群
　才∫と1十三．イ麦　24日手　間　　ま　　τ”　｛こ　全イグ」　　（6羽）　　　｛こ　　3　－　46

匹の排虫がけら耽、48時間後ま丁噛にさらに2

可司からそれで’ψし、　2／4匹¢）4非虫か兇」うれた。

r2日綱後の剖検↑店ノ弓哲ワ匹0虫体が残’
存　　し　　氏　　お　　リ　　、　　才非…　出　　≒羊∠　1‡　　100　％　　、　　完　　全馬区，虫　　r：辛イ　1よ　8313

％1“あフた（表2q）。

　d．　2007η｛｝／lfl｝　　≠安ヒ・乗ノδ羊

　振：蒙．後24時間以内に全4列（5　／・」）　に4非虫が

3ナうれ〔　それ、ノ米後4非虫け見ら4しなカ》、た．ワ2

0糊彼0剖族丁，は、腸内1て残宥虫細雨く、

排虫1争、完全馬区虫辛と毛loo％↑・あフた（表3の。

3．排出虫体

　君直別あ6い厚イ固体別馬区略訊囑灸σ2いす、れ¢フ場

老「いも才非出宙体0ほ．とんとりよ離彫乞片節と与，

天才非出された．　誹た、重感’メこしたウノぐ，フ・elは

・虫イ本はf勉状に与ノペ刀仁出さ庇、　1bや方＼味と
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帯　ひ“　た　価し　白　　色　　乞　一呈。　し　　曳　し、　含　　も　　の　カΨタタ　ノノ〉　ノ　　た，　。

脚は／非出直彼・のす哺力・κ’增v性跡したか’
、ヤがド1停止した。

4投薬による副作用

　投薬による副作胸伽雨戸ケ見としては、

50，ノ00、ノ50，200加癖0各1媒動こお・し1（イ文

様イ更が着旧りら湿た，が’、ヂ気計量が・クタくな含にフ

れて1その発：現靴高く、／手統げ手1翫長々・ノ

た．すなわち，投薬後2崎間以1刃のぞ碗呪

孝くは50蜘送籍て・はワ5％、loO痢↑92％、

150およひ・’　200噌多／κ多　て・100％、　48時間ケ麦、には　5－0∫

’00略／焔投薬群㍗は認めう才しなノP、たが・、　150，

および2007η9／略才受蒙：岩羊1“はそれぞ〃し58，およ

び65％㍗あ・た・ワ2崎間ルく後には、　すギ了0

群で正常便にな2た・食欲は5－o略／κ3投1桑群0
5　ヨ『i　’を　た宗　い　’て　と“　の　才気薬詰手　に　　お　　い　一て　も　　麦一イ乙　1凄　な

か？た。

　音り才：三戸ケ見として1才阿易管「フ守1こ黒色の「ズ7容≒杉ηカベ

占忍め」うれたが’，　その　むノ存期1調は才更薬：量にムし例
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していた。　すなわち、　24時間後には5「0η3／衡3≠支

｛；集、君羊1｛“　は　92％、　　100，　ノ50、200、η｛｝／κ：｝　≠支：「豪：君チて・’1よ／00

％↑’あ・た。　48時’言月彼：には、5ro刀多／k多↑はヲ与失し

窃ソ、’00，ノ50，200川蜘丁’はそ姻嘱2ら

33、58％に認めう乳たが、ワ2時間後0剖検日手

にはす／Vて¢）4受薬君テにあ；いてラ肖失し「：いた。

24’48，ワ2日澗後卯易管と月f臓0組織学的検

査丁は、50■00、ノ50，20餉多舶0各投薬群↑異常

は畜忍めら取，なかノた　（表51）。
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命と’
h
U

　
、義↓’二

U

　輪寄生0条虫｛こ丈由るBithi。n。・の馬宮廷成績

は細（195の辺藤（1％8）などの瀦にみ5ん

る。埆効4隻・蓑量に2Uては、　条虫およひ“宿主

て吻5鵬の樹．βによ／（差が・幻と用吻ん

るが＼’ク’回0ウノぐフに丈才ノφヂ交蓑量のう疋定に

あたフ（は、ニワトリ‘ク条．宙に女寸プつよ：i左9

幸反．苫と参：考とし、　5「0－200ワη2／4で宴　の範囲1こ6卜定

した。本条釦こ対して1回回収部署ノた場合

、　　蚊）1100”3〃昏　　　1“　は　1工　と　ん　とい鳥区虫　感力果　は　6励め　」う

水・ヂ、与寺κ完，全馬区虫ぱ1契月待し葵惟い．本1剤はク幽

回ク投二’某量の範囲Cは副ブ可用としてノ1）隊iイ更．が

占忍めう4したが’、　そノししノ気蓑ワ2時間7麦には〒肖失

し、　しノ」、も，組織’・羊白勺1こ1工全：く変：イ乙が’1わト彦）才し与

力》ノたこヒカ》ら、馬区虫にはノ50加多／吻　1ン《上04支

穀ノ戯凄物リ院全鳥幽こはZOO噺誌役

・丈献封’け脚劃鱒’亀購瞳鴎殴碍柵



「
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ノている。　す与イつう寵し藤（｛958）に，些功しは“二巴ワト

l／のカ％条虫に女寸して1よ、’100－130凋多／k3で覧は定，

全馬回虫は1“きザ、　150－34り吻1吟丁・か与りり効果

ま；とイラ輸条虫1こヌ・fし’（ピ1了0－80加多／宥多0ノ’量と2

0間齢乞投与ブることによジかなり0駆1内力

果をえたと≠反皆し伴い診．　したが’ノて、・ケ回

のウス“ラリプ易合／“毛、厘糸兇／気薬ず教，厚’5幕量茎

r威うすこと力呵能τ吻う少．

Bithi・n・・は毒’油画なく＿経〕投与．て11のLD5。

はマウ入で’56259／得、ウグキ・で79／伍τ・あソ、

またマウスに100およひ・200咽易／片多ぎ11ヨ1回、

連一・焼24・θ振込と与しても死亡r軒は、いす・沢，も8

％にすぎす“、　ニワトソにズ・fしては200嘔／k9以下

↑コ栓く蹄乞認論い昌、ク（前職1958）。

さうに、迩藤｛くよ耽ばニワト1ノて・は450－500

切9／揺多ま㍗は函金にノ」》カ、のうす．㌧ノ承食、一→彼状熊1こ

異常1‡全く認めう4しプ“、　600η助移投：薬Clも1羽

に例1り」・に腸出鏡認めた1てすざ噂し、と1リ

。　今’回のウス“ラ0場合に｛’・　！50、200η多／4惇、　ノ
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回投：r粂イ列℃ノK祥便¢）4プト泄と、腸内容り黒変：な

ど、の所見が、投豪後豚吋間菩↑認めう乳たが

、ワ2時間後ではす理て消失しており、また・
24，4・8，ノ72　B手　間後　の、負且織学巨な7，戸ケ見1（　お　n　て　モ）　・

月易管おまび月ア月蔵のいす魯馳4しにおいても異常’左δ忍

めな：カ〉，た．食欲：も二各子隻薬量にあいて変化な

く、50吻短投薬群丁みうれた3羽の死t例は

、投脂手にお帰飼育環境9鳥麦与と’1によう

株餌0停止に♪るも0と思心し陪1」検認び

面識学断乎におし、ても、副づ乍臥よる死ぎ

疑シよ）な変化はδ富め．」うれなカ）フた．
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数はラ鞭によl／悪書吻リ、50℃T’鞍ぎ飼角
した｝易・合、　厚日尾『T㌧鉗口寒才i疑憂雇．虫に，圭で’発育

した。

　6），成’熱族乏豪・ノ毛虫の月党」嚢の要因と．して，三参透

，圧が’関与しスいることが日月うカ・κ与フた，

　のウ　ス・’．ラィ本内　1こい　て　、　成熱美疑嚢ノ毛　虫　は　感染

後ワー12［ヨ目に成虫となグ・　老熱片節ε≠非ラ世

ずる。

　8）ウス“うにおける条虫の寄生率およひ“ノ羽

当たりの寄生斐文の変重力は、ウス・フか“ヂ互取ダる

擬豪尾虫数0変重力と条虫の死滅によフ『て起こ

る。

　摂取ず5擬嚢虫萎文が’♪ノ或’少すうのは、中閉宿

主．昆虫美文：の　萩’少　（　冬連月よ　ソ　老刀春霜月の越冬・其月）

と、昆虫体内の擬戦．尾虫数の・威’ケ〔越冬其月に

おヴ5擬康尾虫の死滅）が主要な原囚となノ

ている。　これに吏すし・ウス“うに感架ダ5≠疑嚢：
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ノ毛虫数力・噛ナ営カロす　5原　囚　と　し　て　は二、　巻其月よ　リ　初

秩霜月の生息昆虫数’の∫曽力ロと’、昆虫1匹当たツ

の≠疑嚢尾虫数＝o増加（昆曳のκ師摂取数。増

加によのがあげ乃嶋。秋とともに、こ
の時其月には昆虫0治重力性も増大し、　ウス“ラが’

感・う≠と昆　虫　 茎　才南食　す　　る　機・会　力Y’多蓼7　く　　な二　る　　こ　　と　毛　　、

原因のづ吻うラ・弛わ．ち混・初越冬
七月↑あう冬・其月より挙刀春其月まTlは生恩昆虫蓼文は

きわめて少なく、その擬疑惑虫寄生率｛ち但く

・　しカ》・も昆虫カベウス“うにう楠’・食さ幽レう機・’会は［∫：

と　ん　と“な　い。　し　カ）も、　ウス’馳フ　イ本内の　条：虫　は　）評

註に死砺る。こ礁反し、春期よ！愈愈

る撲建嚢尾虫数も勿く、その寄生孝・も高い．し

たがフr摂取猷謡曲尾虫数は勿く儲．

　6Dイ固イ本ノヲ》馬区．虫　i｝云℃、、験1・’、　　Bithionol　き．　50　あ・よ　　て八・／00

伽g派多投豪した場合、才非比率ぱそれで’4し62、5，

およひ’100％で＼定、全、駆蜂r鎚およひ・・40％

rあフた・　また・　ノ50および200朔多／臼投1薬丁・は



才非虫孝‘はいす・噛れも100％、

れ85、5％方よひ’100％T’あ

　　　ゆ群別駆虫訊験におい

験とほぼ購。駆蜘果力

　　　の投・豪後の玉体の排出

内に行わ乳た。

　　12）Bithi・n・・の副作用はψ’

乳う塗呈度T’あ．リ、　そん毛

は消失した．　｛たが’フ

虫1蒙乏と　して£直当と考え」う
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　　完全駆虫幸はそ札で’

　　，た。

　　ても、個体別駆宏試’

　　　・’碍列した・

　　は人部分が2今崎間以、

　　な　　く　、　　オ文才考気イ更力Y’　み　う

　　つ琴之薬彼　ワ29手間　ま　T・1こ

スBithi。n。・は本条虫の駆

　　4し5。
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Result of experiniental infection of beetle with onchosphaeres

Table 2.

Locations of

onchospheres

cysticercoids in D. maculatus infected with
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Beetle Positive r"egative Total No.
per
of worms
beetle

p･

p･

4･

.s..

-T.

y･

etsx
!ggg!!,1!j!!!!fi.t

dL2sit lg!U!!lserlnus

}lga!u,gg!!!!!nlCerun

uaurltanlcus

tL!!Ut sA!!gsg.o a

20

46

 1

 o

37

 o

  2

  6

302

348

 43

 32

 22

 52

303

348

 70

 32

90.9

88.5

 O.3

o

52.9

o

2

Beetle No, Tirne in
 days

No.of cysticercoid at autopsy

Head Thrax Abdomen
Total

10

10

10

10

10

X

1

2

4

8

12

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

  5

  8

  7

  6

  9

 35

100.0

  s

  8

  7

  6

  9

 35

100.0



Table 3.

Effect of concentration of

evagination of M. coturnix

NaCl solution

cysticercoids

and D.IV. on the

L･:rT'I' '"J',

c,
 L' .1

lsit,1.1It

 ;,.,
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Table 4.

Prepatent period experimental M. coturnlx infection
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Solution No.of cysti.
 cercoids

                         Time in Tnine
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Table 5.

Infection rate of FI. coturnlx ln quai1s

Table 6.

Number of M. coturnix per quail through one year

tlkSr'1
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麗onth PO8itive　Negative　Tota1
Rate　of　　　　Tota1　旧O。　of

infection　　　　worm8
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Table 7.

The showing periodic discharge

infected with 1-2 specimens of

of

M.

segments

coturnlx

from a quai1

Table 8.

The showing period

infected with 4-6

ic discharge of

specimens of M.

segments

coturnlx

from a quai1
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Clock tzme
Total

No.
at
 worms
autopsy

X

Quail NO. 6-s S -10 10-12 12-14 Z4-16 16-18 le-2o 20-6
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  2

  3

  4

  s
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1

o

I

o

3

5
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1

1

2

1

2
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2

2

2

 3

3
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5.9

4

4

5

6

3
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10.B

4

6

4

B

5
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83

4e.9
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o
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o
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Table 9.

The showing periodic

infected with 10-l6

 dicharge of

specimens of

segments from a

M. coturnix

quai1

Fig 10.

Infection rate of cysticercoids in beetles
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Cloclte till)e
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 Tablr 11.

Infection rate of

D. inaculatus

cysticercoids in male and female

Table 12.

Number of alive

D. maculatus 20

and

days

dead cysticercoids

 after infection

recovered in

 i
:. -d
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FEMALE )(AZ,E

Month Beetle No. Positive No. of worr"s
  per beetle

Beetle No. Positive No. of
  Per
vormB
beetle ,

Jan.

Feb.

Dec.

Apr.

May

Jun.

Jul.

AU9.

sep.

oct.

Nev.

Dec.

x

  1

 2e

 22

 52

 72

 30

 45

 ES

 55

 48

  7

  4

421

  o

  6

 10

  6

 43

 11

 2e

 33

 21

 17

  s

  3

IS3

o

30.0

4S.S

11.5

S9.7

36.7

62.2

50.8
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35.4
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10S

o

1

o
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6

6

4

2
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2

o

35

e

12.S
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57.i
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66.7

o
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･--

1 2

Beetle Ncf Recovered No. Alive No. Dead No. Dead rate

    1

    2

    3

    4

    5

    6

     7

     8

     9

   10

Total

8

4
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8
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5

4

10

14

 6

81

8

4

12
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 5
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81
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o

o
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o

o

o

o

o

o

o
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o

o

o

o

o

o

o
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Table 13.

Number of alive and dead

30 days after infection

cysticercoids recovered in D.
            .

.mytculatus

Table 14.

Nuniber of alive and dead

so days after infecti6n

cysticercoids recovered in D. maculatus
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Beetle 1;o, Recovered No. Alive No. Dead No. Dead rate

   1

   2

   3

   4

   5

   6

   7

   s

   9

  10

Total

 6

8

10

4

8

5

12

6

3

5

67

6

 8
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4

7

5
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6

3
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1
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o
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o
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o

o
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1
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14

Beetle !;o, Recovered No. Alive No. Dead No. Dead rate

   1

   2

   3

   4

   5.

   6

   7

   8

   9

  10

Total

3
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7

8

12

16

5

 8

10

 6

86

3

11

7

8
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16

 5

 8

IO

 6

86

o

o

o

o

o

Os
o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o
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Table 15.

Number of alive and dead

60 days after infection

cysticercoids recovered D. maculatus

Table 16.

Number of

100 days

 alive

after

 and dead

i11feCtiO11

cvsticercoids
 j

recovered D. maculatus
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Beetle No, Recovered No. Alive No. Dead No. Dead rate

      1
,

      2

      3

      4

      5

      6

      7

      8

      9

     10

  Total

12

5

8

 4

11

10

8

 7

5

9

79

11

 5

 8

 4

11

10

8

 7

5

9

78

1

o

o

o

o

o

o

o

o

o

1

O.9

o

o

o

o

o

o

o

o

o

1.2

16

Beetle r;o, Recovered No. Alive No. Dead No. Dead rate

  1

  2

  3

  4

  5

  6

   7

   B

   9

  10

Total

10

4

7

 7

6

 8

12

 5

 9

 6

74

10

4

7

 6

6

 8

 9

 5

 4

 6

69

o

o

o

1

o

o

3

o

1

o

5

o

o

o

14.3

 o

 o

25.0

 o

ILO

 o

 6.7
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Table 17.

Number of

120 days

 a1ive

after

 and dead

infection

cysticercoid recovered D. maculatus

Table 18.

Infectivity

periods of

 of cysticercoids

infection

recovered after different
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ISeetle r"o, Recovered No. Alive No. Dead No. Dead rate

1 8 5 3 37.5

2 7 7 o o

3 5 5 e o

4 10 8 2 25.0

s 4 4 o o

6 9 8 1 12.S

7 6 6 o o

Total 49 43 6 12.2

1 8

Quail rk), Survival in days
Uo.of
coid$
tred

 cystleer
 adminis-
in days

Prepatent
period
 (days)

{iorrns recovered
at autopsy t

lnfectien
 rate(l)

1 20 20 8 12 60.0
'

2 20 20 9 9 4S.O

3 40 20 9 13 65.0

4 40 20 10 8 40.0

5 60 20 7 10 so.o

6 60 20 11 9 45.e

7 80 20 10 7 35.0

8 100 20 11 3 15.0

9 100 20 o o

10 120 20 o e

li 120 20 o o

12 l20 20 e o

. 15 days after infection
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Table 19.

rvtaturation time of cysticercoid

Table 20

Development of r･1. coturnlx at different temperature
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Date oi Ceecling
 sdg;"(･nts

Date of collect--
ir'i.s milture cyst-

cercoids

Days reciuit't,,1 to
  dovttlc)t,

1975

 --

 tt

 +t

 t-

 +t

 ""

1976

 --

1975

 1-

 tt

i976

1975

1976

1974

 --

1976

 il

 11

!97S

.

.

.

'

Apr.

Apr.

Apr.

May.

May.

May.

Jun.

Jun.

Jul.

Jul.

Aug.

Aug.

Sep.

Sep.

oct.

I"ov.

Nov.

Nov.

1"ov.

Dec.

Dec.

20

26

30

 6

10

20

 1

20

 1

20

10

25

15

30

20

 1

10

4

20

15

29

I975

 --

 1-

 tt

 tl

 tt

 tl

1976

 "
!975

 11

 il

1976
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 -1
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 "
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1976
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.

.

Mav.
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"lay.

Jun.
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Jun.
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Jul.
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Aug.

AU9-
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Dec.
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2B
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28

5

s

12

21

4

16

4

24

15

30

25

20

l8

29

25

 6

30

16

40

34

28

31

29

23

20

14

15

15

13

20

15

25

30

47

4e

50

46

4S

47

20
. at varying temprature

Stage of developrnent

Temp (eC)     1(average
   2
time in

   3
days
      4
to reach each

5

stage)
r

'

20

30

40

7

3

2

13

 5･

4

2:

6

5

33

8

6

41

11

8

'



Table 21

Feeding

of light

.

activity of P. ater

 and temperature

under different collections

Table 22

Feeding

of light

.

activity of D. maculatus

 and temperature

different collections
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Table 23.

Survival t1Ille M. coturnix in quails

Table 24.

Growth of tvl. coturnix in quails of varlous ages
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"ge in
 days

)tc} et cysti
  cercoids
administered

    rntestine(length)
Sex ef infection
      t±roe Cam)

15 after days

Qu.il Intestine
lagth,tal

BodY
 Cg)
Ne of werms
at eutopsy

Bedy length
ef wermsCorn)

i

2

3

,

5

`

7

s

'

le

11

12

 9.6

11.3

15.6

16.2

24.3

26.2

45.5

43.2

70.0

ss.o

7S.S

SI.2

7

7

10

le
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15
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10

10

le
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10

N

M

n

N

M

M

tt
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n
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2S.3
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31.4
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3S.5
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3e.3
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31.2

29.6

34.2

30.6

35.4

36.2

39.6

38.2

39.5

40.2

41.5

42.2

25.6

24.2

 56.3

 S9.2

 6S.S

 7e.3

 Sl.2

 83.6

 95.2

 93.1

100.2

 9e.6

3

5

4

s

2

4

6

3

4

5

4

s

9.6

 7.1

 S.2

 7.2

IL2

 s.o

 6.7

 9.9

 7.S

 7.2
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 7.3



Table 25

Recovery

nuinbers

 rate of worms in

of cysticercoids

quails fed with different

Table 26.

Recovery rate of worms in male and female quai1s
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Quail No,
No. of cysti-
   cercotds
adrafnistered

No.
 at
of worms
autopsy

Reeovery
 rate(i)

Avrage
    (g}
rate

1

 2

 3

 4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

IS

19

20

2

2

2

2

2

5

5

5

5

5

10

10

10

10

20

20

20

50

so

50

2

 1

2

1

1

2

1

3

4

3

6

4

s

7

8

7

12

23

IS

2S

100.0

 50.0

100.0

 50.0

 50.0

 40.0

 20.0

 60.0

 so.o

 60.0

 60.0

 40.0

 so.o

 70.0

 40.0

 35.0

 60.0

 46.0

 36.0

 58.0

70.0

52.0

S5.0

45.0

47.0

,

. '
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{)uail No, Sex
No.
ceid
of cysticer-
 administered

Prepatent 15
period(days) No.
             at

after days
 of worms
autopsy

infection
rate(g}

1

2

3

4

5

6

7

M
H
N
M

M
M
M

2e

20

20

20

20

20

20

12

10

10･

 8

11

9

11

s

8

11

12

10

13

11

25.

40.

55.

40.

33.

43.

36.

o

o

o

o

3

3

7

f
i 10.I ln.o 39.0

1

2

3

4
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20
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10

12

9

10

9

11

10.2

 7

66

B

13

14

io

g.7

3S.O

30.0

40.0

43.0

46.7

33.3

38.1



a

rr ab1e

Result

27.

 of Anthelmintic medication (50 png!Kg)

Tab1e

Result

28.

 of Anthelmintic medication (100 mglKg)



27
( 50 mglKg )

No. worres passed after treatrnent

Quail Ito, Day 1 Day 2 Day 3 Total
No.
at
 worms
autopsy

v 1

6

10

11

IS

18

19

21

Control

 7

 o

o

11

o

2

6

13

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

Q

o

o

o

o

o

 7

 o

 o

11

 o

2

6

13

o

46

19

 8

51

21

12

 8

11

42

28
(100 rnglKg)

Quai1
No. worms passed after treatment

No, Day i Day 2 Day 3 Total
No.
at
 worms
autopsy

    29

    34

    39

    46

    47

Control

39

16

3

14

 8

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

39

16

3

14

8

o

32

o

6

o

32

38



'r ab 1e

Result

29.

 of Anthelmintic medication (15Op}g/1<g)

'i'ab1e

Result

50

 of Anthelmintic medication (200mg/Kg)
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(150 mglKg)

Quail
No.. worrns pasged after treatraent

NO, Day 1 Day 2 Day 4 Total No.
at
 worms
autopsy

   53 ,

   54

   58

   62

   66

   74

Control

15

3

21

39

5

46

o

4

o

2

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o'

19

 3

23

39

5

46

o

7

o

o

o

o

o

35

t

30
(200 mglKg)

No. worms passed after treatrnent

Quail No. Day l Day 2 Day 3 Total
No.
at
 worms
autopsy

   77

   80

   82

   89

   99

Control

39

7

76

20

3

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

39

7

76

20

3

o

 o

 o

 o

 o

o

18
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Table 31.

Result of Proportion of quails

and Clearance rate

completely deparasitizid
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           EXPLANA[VrON OF FIGURES

Fig 1. 0nchosphare of M-. coturnix.

Onchosphaera of M-. coturnix

Fig 2.

              ee

Fig 3.

Hook of onchosphaera with M-. coturnix

Fig 4e

Fully developed cysticercoid of r-･1. coturnix

Fig 5.

Adult fluke obtained frorn a naturaily infected quail

Fig 6.

Head of M. coturnix

C; cuticle, brn; basement raembrane, tm; transverse subcuticlar

muscle, sc; subcticular cell, lm; longitudinal subcuticlar

mescle, s; suCker(scolex), oc; osmoregulatory canal,

pra; parenchymal rnuscle sheath, cp; cirrus pouch, ep; eggs

                                             .poucht gp; genital pore, o; ovaryt pu; paruterina organt

t; testes, v; vaginalis, vd; vas deferens,t vg; vitellin

gland, on; onchosphaere,
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Fig

Fig

Fig

Fig

Fig

Fig

7.

8.

9.

10

11

l2

.

.

e

Head of M. coturnix

Transverse section through neck of worm

Maturity segments a region middle to posterior

neck of worm
                                          '
                 vl

Gravid segments from a region posterior to middle

of worm

                le
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Fig l3.

Transverse section through gravid segments of worrn

Fig 14.

Longwise section through maturity segments of worm

Fig 15.

Transverse section through maturity segrnents of worm

Fig 16.

12-time-old after cysticercoid initial infection

Fig 17.

Matur.ity segments on the surface

Fig 18.

Matucity segment on the surface
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Fig

Fig

Fig

Fig

Various

19-20.

21-22.

23.

24.

developing larvae from onchosphere to cysticercoid.

Larvae grown up into spherical stage.(stage 1)

Larvae grown up long and with several constractions.

Fig 2i : stage 2, Fig 22 : stage 3,

Larvae just before invaginating into the outer

pouch body. (stage 4)

:mmature cysticercoids. (stage 5)
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Fig 25.

2--day-old after tapeworm

Fig 26.

4-day-old after tapeworm

Fig 27.

5-day--old after tapeworm

Fig 28.

7-day-old after tapeworrn

Fig 29.

15-day--old after tapeworm

initial

initial

initial

initial

 initial

infection

infection

infection

infection

 infection
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Fig 30.

Breeding room

Fig 31.

Heavy infection in quail

Fig 32.

Move in a way of segments

Fig 33.

Dead cysticercoid

-"V'
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Fig 34.

Effect of concentration of NaCl

the evagination of M. coturnix

 solution and

cysticercoids

D.W. on

Fig 35.

Growth oE M. coturnix in quails
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Fig 36.

Variations in

room of quails

temperature and humidity of the breeding

Fig 37.

Infection rate of M. coturnix
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Fig 38.

The showing periodic discharge

infected with l-2 specimens of

of

rl.

segments

coturnix

from a quail

Fig- 39.

The showing periodic discharge

infected with 4-6 specimens of

of

rf.

segments

coturnix

frorn a quail

'
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Fig 40.

The showing periodic

quail infected with

 discharge of segments

10-16 specimens of M.

 from a

coturn1x

Fig 41.

Number of D.

and of those

mac u1at us

infected

 collected in the

with cysticercoids

b ree di ng room
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Fig 42.

Nurnber of

roorn and

 D. maculatus(larvae) collected in

those infected with cysticercoids

the breeding

Fig 43.

Number of

roorn and

 T. mauritanicus(adult) collected

those infected with cysticercoids

in the breeding



42

111
1帽

80

61

40

20

0

100

脆

80

60

40

20

0

J

FMA閉j」ASO髄0

1●●

1％1

80

60

40

20

9

J F 闇　　A　　顛　　」　　」 A　　S 0 髄　　o

43
1●1

㎜

80

60

40

20

0



Fig 44

Number

C; D.

those

.

 of beetles (A; .T. obscurus(larvae), B;

ater(adult)) collected in the breeding

infected with cysticercoids

 ibdm(adult),

room and of

.

Fig 45.

Number of rl. coturnix per beetle through one year
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Fig 46.

Recovery rate of

of cysticercoid

worms in quails fed with different number

Fig 47.

Infection rate of

D. maculatus

cysticercoids in rnale and female
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Fig 48.

Survival rate of cysticercoids recovered in D. maculatus

Fig 49.

Infectivity

periods of

 of cysticercoids

infection

recovered after different
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Fig 50.

Life span of the beetle t D. rnaculatus

Fig 51.

Growth of D.

terAperature

maculatus and D. ater in different
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Fig 52.

Feeding

of light

activity of D. ater

 and temperature

under different collection

Fig 53.

Feeding

of light

activity of D. maculatus

 and temperature

under different collection
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